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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測位基準信号を配列することを容易にする方法であって、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを割り当てることと、
　前記１セットの基準シンボル内に含まれる基準シンボルの数を決定することと、
　基本シーケンスを生成することと、
　前記基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを提供することと、ここにお
いて、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの基準シンボルを含み、前記提供する
ことは、前記基準シンボルの数にしたがって前記基本シーケンスを繰り返すことを具備す
る、
　アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて前記拡張されたシーケンスを送信
することと
を具備する、方法。
【請求項２】
　前記サブフレームは、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間によって定義され
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記拡張されたシーケンスを前記基準信号のために予約された時間－周波数領域にイン
ターリーブすることをさらに具備する、
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請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記インターリーブすることは、ブロックインターリーバにしたがって実行される、請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記インターリーブすることは、前記１セットの基準シンボル内の個別の基準シンボル
にそれぞれ対応する複数のインターリーバにしたがって実行される、
請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシ
ーケンスのうちの１つである、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記基本シーケンスは、時間ドメイン・シーケンスである、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記基本シーケンスは、周波数ドメイン・シーケンスである、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび第２のコンポ
ーネントの実数値シーケンスを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記生成することは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２の
コンポーネントの実数値シーケンスを連結することを具備する、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスの各々は、ロングタームエボリューションシステムと関連する二次的な同期
信号に基づく、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記生成することは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスまたは前記第２の
コンポーネントの実数値シーケンスのうちの少なくとも１つをスクランブリングすること
を備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スクランブリングは、周波数シフトに依拠する、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第１のスクランブリングは、
前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第２のスクランブリングに依拠
する、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記スクランブリングは、複数の候補スクランブリング・コードからスクランブリング
・コードを選択することを備える、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記基本シーケンスの長さは、周波数シフトに基づく、
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請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記周波数シフトにしたがって１セットの利用可能なリソース・エレメントを複数のサ
ブセットに分割することをさらに備える、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　測位基準信号を配列することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能なコンポーネントを実行するように構成され
るプロセッサであって、前記コンポーネントは、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを割り当てるように構成される基準シンボ
ルコンポーネントと、
　基本シーケンスを提供するように構成されるシーケンスコンポーネントと、
　前記基本シーケンスにしたがって拡張されたシーケンスを生成するように構成される信
号生成コンポーネントと、ここにおいて、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの
基準シンボルを含み、前記信号生成コンポーネントは、前記１セットの基準シンボル内に
含まれる基準シンボルの数にしたがって前記基本シーケンスを繰り返すことによって、前
記拡張されたシーケンスを生成するように構成される、
　アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて前記拡張されたシーケンスを送信
するように構成される通信コンポーネントと
を含むプロセッサを具備する、装置。
【請求項１９】
　前記サブフレームは、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間によって定義され
る、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記拡張されたシーケンスを前記基準信号のために予約された時間－周波数領域にイン
ターリーブするように構成されるインターリービング・コンポーネントをさらに備える、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記インターリービング・コンポーネントは、ブロックインターリーバを実装するよう
に構成される、
請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記インターリービング・コンポーネントは、前記１セットの基準シンボル内の個別の
基準シンボルにそれぞれ対応する複数のインターリーバを実装するように構成される、請
求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシ
ーケンスのうちの１つである、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２４】
　前記基本シーケンスは、時間ドメイン・シーケンスである、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２５】
　前記基本シーケンスは、周波数ドメイン・シーケンスである、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２６】
　前記基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび第２のコンポ
ーネントの実数値シーケンスを備える、
請求項１８に記載の装置。
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【請求項２７】
　前記シーケンスコンポーネントは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよ
び前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスを連結することによって前記基本シーケ
ンスを提供するように構成される、
請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスの各々は、ロングタームエボリューションシステムと関連する二次的な同期
信号に基づく、
請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記シーケンスコンポーネントは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスまた
は前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスのうちの少なくとも１つのスクランブリ
ングを実行するように構成される、
請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記スクランブリングは、周波数シフトに依拠する、
請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第１のスクランブリングは、
前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第２のスクランブリングに依拠
する、
請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　前記シーケンスコンポーネントは、複数の候補スクランブリング・コードからスクラン
ブリング・コードを選択することによって前記スクランブリングを実行するように構成さ
れる、
請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　前記基本シーケンスの長さは、周波数シフトに基づく、
請求項１８に記載の装置。
【請求項３４】
　前記信号生成コンポーネントは、前記周波数シフトにしたがって１セットの利用可能な
リソース・エレメントを複数のサブセットに分割するように構成される、
請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを識別すること、
　前記１セットの基準シンボル内に含まれる基準シンボルの数を決定すること、
　基本シーケンスを提供すること、
　前記基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを生成すること、ここにおい
て、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの基準シンボルを備え、前記拡張された
シーケンスは、前記基準シンボルの数にしたがって前記基本シーケンスを繰り返すことに
よって生成される、
　アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて前記拡張されたシーケンスを送信
すること
を少なくとも１つのコンピュータにさせるためのコードを備えるコンピュータ・プログラ
ム。
【請求項３６】
　前記コードはさらに、前記拡張されたシーケンスを前記基準信号のために予約された時
間－周波数領域にインターリーブすることを前記少なくとも１つのコンピュータにさせる
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、
請求項３５に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３７】
　前記基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシ
ーケンスのうちの１つである、
請求項３５に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３８】
　測位基準信号を配列することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを検出するための手段と、
　前記１セットの基準シンボル内に含まれる基準シンボルの数を決定するための手段と、
　基本シーケンスを生成するための手段と、
　前記基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを提供するための手段であっ
て、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの基準シンボルを含み、前記提供するた
めの手段は、前記基準シンボルの数にしたがって前記基本シーケンスを繰り返すための手
段を具備する、
　アイドル期間として指定されたサブフレームを通して、前記拡張されたシーケンスを通
信するための手段と
を備える装置。
【請求項３９】
　前記基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび第２のコンポ
ーネントの実数値シーケンスを備える、
請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスを連結するための手段をさらに備える、
請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスまたは前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスのうちの少なくとも１つをスクランブリングするための手段をさらに備える
、
請求項３９に記載の装置。
【請求項４２】
　測位基準信号を配列することを容易にする方法であって、
　基地局のアイドル期間の間に前記基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受
信することと、
　基準シンボルの複製されたシーケンスを生成することと、
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を確認することと、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを識別することと
を備える方法。
【請求項４３】
　前記基地局の前記アイドル期間は、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間と関
連する、
請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準シンボルサブセットであ
る、
請求項４２に記載の方法。
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【請求項４５】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準エレメント・サブセット
である、
請求項４２に記載の方法。
【請求項４６】
　前記識別することは、前記基準シンボルの受信されたシーケンスが、ウォルシュシーケ
ンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシーケンスのうちの１つであるか否かを決定す
ることを備える、
請求項４２に記載の方法。
【請求項４７】
　前記確認することは、受信した変換セットおよび複製した変換セットを決定することを
備える、ここにおいて、前記受信した変換セットは、前記基準シンボルの受信したシーケ
ンスの前記サブセットと関連する、前記複製された変換セットは、前記基準シンボルの複
製されたシーケンスの前記対応するサブセットと関連する、前記相関は、前記受信した変
換セットと前記複製された変換セットとの間の比較に基づく、
請求項４２に記載の方法。
【請求項４８】
　前記受信した変換および前記複製された変換の各々は、高速フーリエ変換である、
請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記決定することは、変換行列にアクセスすることを備える、
請求項４７に記載の方法。
【請求項５０】
　前記基準シンボルの受信したシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケン
スの各々は、周波数ドメイン・シーケンスである、
請求項４２に記載の方法。
【請求項５１】
　前記基準シンボルの受信したシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケン
スの各々は、時間ドメイン・シーケンスである、
請求項４２に記載の方法。
【請求項５２】
　測位基準信号を相関することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　メモリに記憶されたコンピュータ・実行可能なコンポーネントを実行するように構成さ
れるプロセッサであって、前記コンポーネントは、
　基地局のアイドル期間の間に前記基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受
信するように構成される通信コンポーネントと、
　基準シンボルの複製されたシーケンスをモデル化するように構成される複製コンポーネ
ントと、
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定するように構成される相関コンポ
ーネントと、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを分類するように構成
される識別コンポーネントと
を含むプロセッサを備える装置。
【請求項５３】
　前記基地局の前記アイドル期間は、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間と関
連される、
請求項５２に記載の装置。
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【請求項５４】
　前記基準シンボルの受信したシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの複
製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準シンボル・サブセットであ
る、
請求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準エレメント・サブセット
である、
請求項５２に記載の装置。
【請求項５６】
　前記識別コンポーネントは、前記基準シンボルの受信されたシーケンスが、ウォルシュ
シーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシーケンスのうちの１つであるか否かを
確認するように構成される、請求項５２に記載の装置。
【請求項５７】
　前記相関コンポーネントは、受信した変換セットおよび複製された変換セットを確認す
るように構成される、ここにおいて、前記受信された変換セットは、前記基準シンボルの
受信されたシーケンスの前記サブセットと関連し、前記複製された変換セットは、前記基
準シンボルの複製されたシーケンスの前記対応するサブセットと関連し、前記相関は、前
記受信された変換セットと前記複製された変換セットとの間の比較に基づく、
請求項５２に記載の装置。
【請求項５８】
　前記受信された変換および前記複製された変換の各々は、高速フーリエ変換である、請
求項５７に記載の装置。
【請求項５９】
　前記相関コンポーネントは、変換行列にアクセスすることによって、前記受信された変
換セットおよび前記複製された変換セットを確認するように構成される、
請求項５７に記載の装置。
【請求項６０】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、周波数ドメイン・シーケンスである、
請求項５２に記載の装置。
【請求項６１】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、時間ドメイン・シーケンスである、
請求項５２に記載の装置。
【請求項６２】
　基地局のアイドル期間の間に前記基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを得
ることと、
　基準シンボルの複製されたシーケンスを提供することと、
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定することと、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを識別することと
を少なくとも１つのコンピュータにさせるためのコードを備える、コンピュータ・プログ
ラム。
【請求項６３】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準シンボル・サブセットで
ある、
請求項６２に記載のコンピュータ・プログラム。
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【請求項６４】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準エレメント・サブセット
である、
請求項６２に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項６５】
　前記コードはさらに、前記基準シンボルの受信されたシーケンスが、ウォルシュシーケ
ンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシーケンスのうちの１つであるか否かを確認す
ることを前記少なくとも１つのコンピュータにさせる、
請求項６２に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項６６】
　測位基準信号を相関することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　基地局のアイドル期間の間に前記基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受
信するための手段と、
　基準シンボルの複製されたシーケンスを確認するための手段と、
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定するための手段と、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを認識するための手段
と
を具備する装置。
【請求項６７】
　受信された変換セットおよび複製された変換セットを得るための手段をさらに具備する
、ここにおいて、前記受信された変換セットは、前記基準シンボルの受信されたシーケン
スの前記サブセットと関連し、前記複製された変換セットは、前記基準シンボルの複製さ
れたシーケンスの前記対応するサブセットと関連し、前記相関は、前記受信された変換セ
ットおよび前記複製された変換セットとの間の比較に基づく、
請求項６６に記載の装置。
【請求項６８】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、周波数ドメイン・シーケンスである、
請求項６６に記載の装置。
【請求項６９】
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、時間ドメイン・シーケンスである、
請求項６６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の参照】
【０００１】
　本特許出願は、２００９年３月１３日に出願された「Enhanced Idle Period on Downli
nk Reference Signal Design」という名称の米国仮出願６１／１６０,１９７、２００９
年３月１６日に出願された「Enhanced Idle Period on Downlink Reference Signal Desi
gn」という名称の米国仮出願６１／１６０,６０９、２００９年４月２７日に出願された
「Enhanced Idle Period on Downlink Reference Signal Design」という名称の米国仮出
願６１／１７３,１５４に基づいて優先権を主張するものである。前述の出願は、参照に
よって本明細書の全体に組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、測位基準信号を配列お
よび相関するための方法および装置に関する。
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【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、データなどのようなさまざまなタイプの通信コンテ
ンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステム・
リソース（例えば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通
信をサポートすることができる多元接続システムであり得る。そのような多元接続システ
ムの事例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シス
テム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末の通信を同時にサ
ポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上の送信を通して
１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク）は、基地局か
ら端末への通信リンクのことをいい、逆方向リンク（またはアップリンク）は、端末から
基地局への通信リンクのことをいう。この通信リンクは、単一入力単一出力、多入力単一
出力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを通して確立されることができる。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは、データ送信のための複数の（ＮＴ個の）送信アンテナおよび複数
の（ＮＲ個の）受信アンテナを採用する。ＮＴ個の送信アンテナおよびＮＲ個の受信アン
テナによって形成されるＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルと呼ばれることができるＮＳ

個の独立のチャネルに分解されることができる。ここで、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ，ＮＲ｝で
ある。ＮＳ個の独立チャネルの各々は、ある次元に対応する。複数の送信アンテナおよび
受信アンテナによってもたらされる追加の次元が利用される場合、ＭＩＭＯシステムは、
改善されたパフォーマンス（例えば、より高い処理能力および／またはより大きな信頼性
）を提供することができる。
【０００６】
　ＭＩＭＯシステムは、時分割二重（ＴＤＤ）システムおよび周波数分割二重（ＦＤＤ）
システムをサポートする。ＴＤＤシステムにおいて、順方向リンク送信および逆方向リン
ク送信は、同じ周波数領域上であるので、相反原理（reciprocity principle）は、逆方
向リンクチャネルからの順方向リンクチャネルの推定を可能にする。これは、複数のアン
テナがアクセスポイントにおいて利用可能であるとき、アクセスポイントが、順方向リン
ク上で送信ビームフォーミング利得を抽出することを可能にする。
【０００７】
　多くのアプリケーションの場合、ワイヤレス通信システムにおいてモバイルデバイス（
例えば、ユーザ装置）の位置を確認することがしばしば望ましい。この目的のために、そ
のような位置を識別するために三辺測量ベースのダウンリンク測位技術が採用されること
ができる。例えば、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications System）ＵＴＲＡ
Ｎ（Terrestrial Radio Access Networks）におけるＯＴＤＯＡ（Observed Time Differe
nce of Arrival）、ＧＥＲＡＮ（GSM（登録商標）（Global System for Mobile） EDGE（
Enhanced Data Rates for GSM Evolution） Radio Access Network）におけるＥ－ＯＴＤ
（Enhanced Data Rates for GSM Evolution）、およびＣＤＭＡ２０００におけるＡＦＬ
Ｔ（Advanced Forward Link Trilateration）のようなメカニズムが、モバイルデバイス
を見つけるために利用されることができる。例えば、ダウンリンク送信のペアに関するＯ
ＴＤＯＡ測定は、一定の差の線（例えば、双曲線）を記述することができる。モバイルデ
バイスは、これに沿って見つけ出されることができる。モバイルデバイスの位置は、基地
局の少なくとも２つのペアの一定の差の線の間の交点を決定することによって識別される
ことができる。
【０００８】
　モバイルデバイスは、基地局によって送信される物理信号の複製ベースの相互相関によ
って１セットの近隣のセルに関する到着時間（ＴＯＡ：time of arrival）測定を推定す
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ることができる。基準信号は、頻繁に生じ、高い時間分解能力を保有する。しかしながら
、基準信号の自己相関関数は、時間ドメイン反復が原因で曖昧である。測位性能は、信頼
できるＴＯＡ測定数の増加により改善される。しかしながら、密集した都市環境において
、モバイルデバイスは、１つまたは２つの基地局のみからの送信を確実に受信することが
できる。したがって、位置を決定することは、難しくなり得る。これは、位置ベースのサ
ービスおよび緊急電話応答に影響する。したがって、低い複雑性の相関技術を通して測位
性能を改善するための方法および装置を発展させることが望ましい。
【０００９】
　現在のワイヤレス通信システムの上述の不備は、単に、従来のシステムの問題のうちの
いくつかの概観を提供するよう意図され、網羅するよう意図されるものではない。本明細
書において説明されるさまざまな非制限的な実施形態の対応する利点および従来のシステ
ムによる他の問題は、以下の説明の考察の際にさらに明白になり得る。
【発明の概要】
【００１０】
　以下は、１つまたは複数の実施形態の基本的な理解を提供するためにそのような実施形
態の単純化された概要を提供する。この概要は、すべての考察される実施形態の広範な概
要ではなく、またすべての実施形態の鍵または重要な要素を識別するようにも、実施形態
の任意のまたはすべての範囲を描写するようにも意図されない。その唯一の目的は、後に
示されるより詳細な説明の前置きとして単純化された形式で１つまたは複数の実施形態の
いくつかの概念を示すことである。
【００１１】
　１つまたは複数の実施形態およびそれらのものの対応する開示にしたがって、低い複雑
性の即位基準信号を送信することおよび受信することに関係してさまざまな態様が説明さ
れる。１つの態様において、測位基準信号を配列することを容易にする方法およびコンピ
ュータ・プログラム・プロダクトが開示される。そのような実施形態内で、基準信号と関
連する１セットの基準シンボルが割り当てられる。この実施形態の場合、基本シーケンス
が生成される。ここにおいて、基本シーケンスにしたがって、１セットの基準シンボルを
含む拡張されたシーケンスが次に提供される。拡張されたシーケンスは、次に、アイドル
期間として指定されたサブフレームにおいて送信される。
【００１２】
　他の態様において、測位基準信号を配列することを容易にするように構成される装置が
開示される。そのような実施形態内で、当該装置は、メモリに記憶されるコンピュータ実
行可能コンポーネントを実行するように構成されるプロセッサを含む。コンピュータ実行
可能コンポーネントは、基準シンボル・コンポーネント、シーケンスコンポーネント、信
号生成コンポーネント、および通信コンポーネントを含む。基準シンボル・コンポーネン
トは、基準信号と関連する１セットの基準シンボルを割り当てるように構成されるのに対
し、シーケンスコンポーネントは、基本シーケンスを提供するように構成される。この実
施形態の場合、信号生成コンポーネントは、基本シーケンスにしたがって、拡張されたシ
ーケンスを生成するように構成される。ここにおいて、拡張されたシーケンスは、１セッ
トの基準シンボルを含む。通信コンポーネントは、次に、アイドル期間として指定された
サブフレームにおいて、拡張されたシーケンスを送信するように構成される。
【００１３】
　さらなる態様において、測位基準信号を配列することを容易にするように構成される他
の装置が開示される。そのような実施形態内で、当該装置は、検索する手段、生成する手
段、提供する手段、および通信する手段を含む。この実施形態の場合、基準信号と関連す
る１セットの基準シンボルが検索され、基本シーケンスが生成される。１セットの基準シ
ンボルを含む拡張されたシーケンスは、次に、基本シーケンスにしたがって提供される。
拡張されたシーケンスは、次に、アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて伝
えられる。いくつかの態様において、基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値
シーケンスおよび第２のコンポーネントの実数値シーケンスを含む。これらの実施形態の
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場合、当該装置は、第１のコンポーネントの実数値シーケンスと第２のコンポーネントの
実数値シーケンスとを連結する手段、および／または第１のコンポーネントの実数値シー
ケンスまたは第２のコンポーネントの実数値シーケンスのうちの少なくとも１つをスクラ
ンブリングする手段をさらに含むことができる。
【００１４】
　他の態様において、測位基準信号を相関することを容易にする方法およびコンピュータ
・プログラム・プロダクトが開示される。これらの実施形態は、基地局のアイドル期間の
間に基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受信することを含む。これらの実
施形態の場合、基準シンボルの複製されたシーケンスが生成される。ここにおいて、次に
、基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの対応するサブセットとの間で相関が確認される。基準シンボルの受信されたシーケ
ンスは、次に、相関にしたがって識別される。
【００１５】
　測位基準信号を相関することを容易にするように構成される装置も開示される。そのよ
うな実施形態内で、当該装置は、メモリに記憶されるコンピュータ実行可能なコンポーネ
ントを実行するように構成されるプロセッサを含む。コンピュータ実行可能コンポーネン
トは、通信コンポーネント、複製コンポーネント、相関コンポーネント、および識別コン
ポーネントを含む。通信コンポーネントは、基地局のアイドル期間の間に基地局から基準
シンボルの受信されたシーケンスを受信するように構成されるのに対し、複製コンポーネ
ントは、基準シンボルの複製されたシーケンスをモデル化するように構成される。相関コ
ンポーネントは、基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと基準シンボルの複
製されたシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定するように構成される。識
別コンポーネントは、次に、相関にしたがって基準シンボルの受信されたシーケンスを分
類するように構成される。
【００１６】
　さらなる態様において、測位基準信号を相関することを容易にするように構成される他
の装置が開示される。そのような実施形態内で、当該装置は、受信する手段、確認する手
段、決定する手段、および認識する手段を含む。この実施形態の場合、基準シンボルの受
信されたシーケンスは、基地局のアイドル期間の間に基地局から受信される。基準シンボ
ルの複製されたシーケンスが次に確認され、基準シンボルの受信されたシーケンスのサブ
セットと基準シンボルの複製されたシーケンスの対応するサブセットとの間の相関が決定
される。基準シンボルの受信されたシーケンスは、次に、相関にしたがって認識される。
さらなる態様において、当該装置は、受信された変換のセットと複製された変換のセット
を得る手段を含むことができる。ここにおいて、相関は、受信された変換のセットと複製
された変換のセットとの間の比較に基づく。この実施形態の場合、受信された変換のセッ
トは、受信されたシーケンスのサブセットと関連される。ここにおいて、複製された変換
のセットは、複製されたシーケンスの対応するサブセットと関連される。
【００１７】
　前述の達成のためおよび関連する目的のために、１つまたは複数の実施形態は、以下に
十分に説明される特徴および特許請求の範囲において特に指摘される特徴を備える。以下
の説明および添付の図面は、１つまたは複数の実施形態のある例示的な態様を詳細に述べ
る。しかしながら、これらの態様は、さまざまな実施形態の原則が採用されることができ
るさまざまな方法のほんの数例を示し、説明された実施形態は、すべてのそのような態様
およびそれらの均等物を含むよう意図される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本明細書で述べられるさまざまな態様にしたがうワイヤレス通信システ
ムの例示である。
【図２】図２は、本明細書において説明されるさまざまなシステムおよび方法と共に採用
されることができる典型的なワイヤレス・ネットワーク環境の例示である。
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【図３】図３は、主題の態様にしたがって測位基準信号を配列するおよび相関するための
典型的なシステムの概要である。
【図４】図４は、実施形態にしたがって通常のサイクリック・プリフィックスモードの間
に測位基準信号によって占有される典型的な時間－周波数領域を例示する。
【図５】図５は、実施形態にしたがって、拡張されたサイクリック・プリフィックスモー
ドの間に測位基準信号によって占有される典型的な時間－周波数領域を例示する。
【図６】図６は、主題の態様にしたがって測位基準信号を配列することを容易にする典型
的な基地局のブロック図を例示する。
【図７】図７は、測位基準信号を配列することを実現する電子コンポーネントの典型的な
結合の例示である。
【図８】図８は、主題の態様にしたがって測位基準信号の配列を容易にする典型的な方法
を例示するフローチャートである。
【図９】図９は、主題の態様にしたがって測位基準信号を相関することを容易にする典型
的なワイヤレス端末のブロック図を例示する。
【図１０】図１０は、測位基準信号を相関することを実現する電子コンポーネントの典型
的な結合の例示である。
【図１１】図１１は、主題の第１の態様にしたがって測位基準信号を相関することを容易
にする典型的な方法を例示するフローチャートである。
【図１２】図１２は、複数のセルを含むさまざまな態様にしたがって実装される典型的な
通信システムの例示である。
【図１３】図１３は、本明細書において説明されるさまざまな態様にしたがう典型的な基
地局の例示である。
【図１４】図１４は、本明細書において説明されるさまざまな態様にしたがって実装され
る典型的なワイヤレス端末の例示である。
【発明の詳細な説明】
【００１９】
　図面を参照して様々な実施形態がこれから説明される。ここにおいて、同様のエレメン
トに対して同様の参照番号が全体を通して使用される。以下の説明において、説明の目的
のために、１つまたは複数の実施形態の全体の理解を提供するために多数の特定の詳細が
述べられる。しかしながら、そのような実施形態がこれらの特定の詳細によらずに実施さ
れることができることは明白であり得る。他の事例において、１つまたは複数の実施形態
を説明することを容易にするために周知の構成およびデバイスがブロック図の形式で示さ
れる。
【００２０】
　主題は、測位基準信号を配列するおよび相関することを容易にする方法および装置を開
示する。ある態様において、そのような測位基準信号は、低いジオメトリで近隣セルを検
出するためおよび／またはいくつかのデータビットの追加のペイロードを搬送するために
利用されることができる。さらに、本明細書において説明される測位基準信号設計は、ワ
イヤレス通信システムにおける測位性能を改善するために利用されることができる。この
目的のために、ワイヤレス通信システムは、ダウンリンクにおけるアイドル期間（ＩＰＤ
Ｌ：Idle Periods in Downlink）を提供し得ることが注目される。ＩＰＤＬの間に、基地
局からの全てのチャネルの送信が中断する。例えば、１００ミリ秒ごとに１つのスロット
がアイドル期間であり得る。サービング基地局のアイドル期間は、モバイルデバイスが近
隣の基地局からパイロット信号を受信することを可能にする。加えて、モバイルデバイス
は、第２の最良の基地局のアイドル期間の間にサービング基地局のＴＯＡをより正確に測
定することができる。
【００２１】
　ＬＴＥベースのシステムにおいて、強化されたＩＰＤＬ（Ｅ－ＩＰＤＬ）が採用される
ことができる。Ｅ－ＩＰＤＬは、サブフレーム（例えば、Ｅ－ＩＰＤＬサブフレーム）を
提供する。この間に、セル固有の基準信号およびＥ－ＩＰＤＬ基準信号（「測位基準信号
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」としても知られている）のみが基地局によって送信される。測位基準信号は、さまざま
なメカニズムを通して生成されることができる。本明細書において開示される態様におい
て、測位基準信号のための設計が提供される。ここにおいて、低い複雑性の相関を実装す
るシーケンス（例えば、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、Zadoff-Chuシーケンス
など）が利用される。
【００２２】
　本明細書において説明される技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、高速パケット接続（ＨＳＰＡ
）、および他のシステムのようなさまざまなワイヤレス通信システムのために使用される
ことができる。「システム」および「ネットワーク」は、しばしば区別なく使用される。
ＣＤＭＡシステムは、ＵＴＲＡ（Universal Terrestrial Radio Access）、ＣＤＭＡ２０
００などのような無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－
ＣＤＭＡ）および他の種々のＣＤＭＡを含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、Ｉ
Ｓ－９５およびＩＳ８５６標準をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、ＧＳＭ（Global sys
tem for Mobile Communications）のような無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭ
システムは、Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved UTRA）、ＵＭＢ（Ultra Mobile Broadband）、ＩＥ
ＥＥ８０２.１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２.１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２
.２０、フラッシュＯＦＤＭなどのような無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡお
よびＥ－ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）の一部
である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上でＯＦＤ
ＭＡを採用し、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭ
ＴＳのリリースである。
【００２３】
　単一のキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、単一のキャリア変調および
周波数ドメイン等化を利用する。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭシステムのものと基本的に
同じ全体的な複雑性および同様のパフォーマンスを有する。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、その
固有の単一キャリア構造が原因で、より低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-av
erage power ratio）を有する。ＳＣ－ＦＤＭＡは、例えば、アップリンク通信において
使用されることができる。この場合、より低いＰＡＰＲは、送信電力効率の観点から非常
にアクセス端末のためになる。したがって、ＳＣ－ＦＤＭＡは、３ＧＰＰロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）または発展したＵＴＲＡ（Evolved UTRA）においてアップリン
ク多元接続スキームとして実装されることができる。
【００２４】
　高速パケット接続（ＨＳＰＡ）は、高速ダウンリンクパケット接続（ＨＳＤＰＡ：high
 speed downlink packet access）技術および高速アップリンクパケット接続（ＨＳＵＰ
Ａ：high speed uplink packet access）または強化されたアップリンク（ＥＵＬ：enhan
ced uplink）技術を含むことができ、ＨＳＰＡ＋技術も含むことができる。ＨＳＤＰＡ、
ＨＳＵＰＡ、およびＨＳＰＡ＋は、第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ
：the Third Generation Partnership Project）仕様のそれぞれリリース５、リリース６
、およびリリース７の一部である。
【００２５】
　高速ダウンリンクパケット接続（ＨＳＤＰＡ）は、ネットワークからユーザ装置（ＵＥ
）へのデータ送信を最適化する。本明細書において使用されるように、ネットワークから
ユーザ装置（ＵＥ）への送信は、「ダウンリンク」（ＤＬ）と呼ばれることができる。送
信方法は、いくつかのＭビット／秒のデータレートを可能にすることができる。高速ダウ
ンリンクパケット接続（ＨＳＤＰＡ）は、モバイル無線ネットワークの容量を増加させる
ことができる。高速アップリンクパケット接続（ＨＳＵＰＡ）は、端末からネットワーク
へのデータ送信を最適化することができる。本明細書において使用されるように、端末か
らネットワークへの送信は、「アップリンク」（ＵＬ）と呼ばれることができる。アップ
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リンクデータ送信方法は、いくつかのＭビット／秒のデータレートを可能にすることがで
きる。ＨＳＰＡ＋は、３ＧＰＰ仕様のリリース７に定められているように、アップリンク
およびダウンリンクの両方において更なる改善を提供する。高速パケット接続（ＨＳＰＡ
）方法は、概して、大量のデータ（例えば、ＩＰ上の音声（ＶｏＩＰ）、テレビ会議、お
よびモバイル・オフィス・アプリケーション）を送信するデータサービスにおいてダウン
リンクとアップリンクとの間でより速いインタラクションを可能にする。
【００２６】
　ハイブリッド自働再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）のような
速いデータ送信プロトコルが、アップリンクおよびダウンリンク上で使用されることがで
きる。そのようなプロトコル（例えば、ハイブリッド自働再送要求（ＨＡＲＱ））は、誤
って受信されたかもしれないパケットの再送信を受信者が自動的に要求することを可能に
する。
【００２７】
　さまざまな実施形態が、アクセス端末と関係して本明細書において説明される。アクセ
ス端末はまた、システム、加入者ユニット、加入者局、モバイル局、モバイル、遠隔局、
遠隔端末、モバイルデバイス、ユーザ端末、端末、ワイヤレス通信デバイス、ユーザ代理
人、ユーザデバイス、またはユーザ装置（ＵＥ）と呼ばれることができる。アクセス端末
は、セルラ電話、コードレス電話、セッション・イニシエーション・プロトコル（ＳＩＰ
）電話、ワイヤレス・ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤ
レス接続能力を有するハンドヘルド・デバイス、計算デバイス、またはワイヤレス・モデ
ムに接続された他の処理デバイスであり得る。さらに、さまざまな実施形態が、基地局に
関係して本明細書において説明される。基地局は、アクセス端末と通信するために利用さ
れることができ、アクセスポイント、ノードＢ、発展したノードＢ（eNodeB）、またはい
くつかの他の用語でも呼ばれることができる。
【００２８】
　これから図１を参照して、本明細書において示されるさまざまな実施形態にしたがって
ワイヤレス通信システム１００が例示される。システム１００は、複数のアンテナグルー
プを含むことができる基地局１０２を備える。例えば、１つのアンテナグループは、アン
テナ１０４および１０６を含むことができ、他のグループは、アンテナ１０８および１１
０を備えることができ、更なるグループは、アンテナ１１２および１１４を含むことがで
きる。２つのアンテナがアンテナグループごとに例示されているが、より多くのまたはよ
り少ないアンテナがグループごとに利用されることができる。基地局１０２は、送信機チ
ェーンおよび受信機チェーンを追加的に含むことができる。それらの各々は、当業者によ
って認識されるように、信号送信および受信と関連する複数のコンポーネント（例えば、
プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を順
に備えることができる。
【００２９】
　基地局１０２は、アクセス端末１１６およびアクセス端末１２２のような１つまたは複
数のアクセス端末と通信状態にあり得るが、基地局１０２は、アクセス端末１１６および
１２２と類似した実質的に任意の数のアクセス端末と通信状態にあり得ることが認識され
るべきである。アクセス端末１１６および１２２は、例えば、セルラ電話、スマートフォ
ン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルド計算デバイス、衛星ラジオ
、ＧＰＳ、ＰＤＡ、および／またはワイヤレス通信システム１００上で通信するための任
意の他の適切なデバイスであり得る。図示されるように、アクセス端末１１６は、アンテ
ナ１１２および１１４と通信状態にある。この場合、アンテナ１１２および１１４は、順
方向リンク１１８上でアクセス端末１１６へ情報を送信し、逆方向リンク１２０上でアク
セス端末１１６から情報を受信する。さらに、アクセス端末１２２は、アンテナ１０４お
よび１０６と通信状態にある。この場合、アンテナ１０４および１０６は、順方向リンク
１２４上でアクセス端末１２２へ情報を送信し、逆方向リンク１２６上でアクセス端末１
２２から情報を受信する。周波数分割二重（ＦＤＤ）システムにおいて、例えば、順方向
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リンク１１８は、逆方向リンク１２０によって使用される周波数帯域とは異なる周波数帯
域を利用することができ、順方向リンク１２４は、逆方向リンク１２６によって採用され
る周波数帯域とは異なる周波数帯域を採用することができる。さらに、時分割二重（ＴＤ
Ｄ）システム、順方向リンク１１８および逆方向リンク１２０は、共通の周波数帯域を利
用することができ、順方向リンク１２４および逆方向リンク１２６は、共通の周波数帯域
を利用することができる。
【００３０】
　各アンテナグループおよび／または通信するように指定されるエリアは、基地局１０２
のセクタと呼ばれることができる。例えば、アンテナグループは、基地局１０２によって
カバーされるエリアのセクタ内のアクセス端末に通信するよう設計されることができる。
順方向リンク１１８および１２４上の通信において、基地局１０２の送信アンテナは、ア
クセス端末１１６および１２２のための順方向リンク１１８および１２４の信号対雑音比
を改善するためにビームフォーミングを利用することができる。さらに、基地局１０２は
、関連するカバレッジを通してランダムに分散されるアクセス端末１１６および１２２へ
送信するためにビームフォーミングを利用するのに対し、近隣のセル内のアクセス端末は
、すべてのそのアクセス端末へ単一のアンテナによって送信する基地局と比べて、少ない
干渉を受け得る。
【００３１】
　図２は、ワイヤレス通信システム２００の事例を図示する。ワイヤレス通信システム２
００は、簡潔さの目的のために１つの基地局２１０および１つのアクセス端末２５０を図
示する。しかしながら、システム２００は、２以上の基地局および／または２以上のアク
セス端末を含むことができる。ここにおいて、追加の基地局および／またはアクセス端末
は、以下で説明される基地局２１０およびアクセス端末２５０の事例と実質的に同様であ
り得るかまたは異なり得る。加えて、基地局２１０および／またはアクセス端末２５０は
、それらの間のワイヤレス通信を容易にするために本明細書において説明されるシステム
および／または方法を採用することができることが認識されるべきである。
【００３２】
　基地局２１０において、いくつかのデータストリームのためのトラフィックデータがデ
ータソース２１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ２１４へ提供される。ある事例にし
たがって、各データストリームは、それぞれのアンテナ上で送信されることができる。Ｔ
Ｘデータプロセッサ２１４は、データストリームについて選択された特定のコーディング
スキームに基づいて、トラフィック・データストリームをフォーマットし、コード化し、
インターリーブして、コード化されたデータを提供する。
【００３３】
　データストリームごとにコード化されたデータは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）
技術を使用して、パイロットデータで多重化されることができる。追加的にまたは代替的
に、パイロットシンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、ま
たは符号分割多重化（ＣＤＭ）されることができる。パイロットデータは、概して、既知
の方法で処理される既知のデータパターンであり、チャネル応答を推定するためにアクセ
ス端末２５０において使用されることができる。データストリームごとの多重化されたパ
イロットおよびコード化されたデータは、そのデータストリームについて選択された特定
の変調スキーム（例えば、２値位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４値位相シフトキー
イング（ＱＰＳＫ）、Ｍ値位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ
－ＱＡＭ）など）に基づいて変調（例えば、シンボルマップ）されることができ、もって
、変調シンボルを提供する。データストリームごとのデータレート、コード化、および変
調は、プロセッサ２３０によって実行されるまたは提供される命令によって決定されるこ
とができる。
【００３４】
　データストリームに関する変調シンボルは、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０に提供さ
れることができる。プロセッサ２２０は、変調シンボルを（例えばＯＦＤＭについて）さ
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らに処理することができる。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、次に、ＮＴ個の変調シ
ンボルストリームをＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）２２２ａないし２２２ｔへ提供する。さ
まざまな実施形態において、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、データストリームのシ
ンボルとそのシンボルの送信元のアンテナとに対して、ビームフォーミング重みを適用す
る。
【００３５】
　各送信機２２２は、それぞれのシンボルストリームを受信および処理し、もって、１つ
または複数のアナログ信号を提供し、アナログ信号をさらに調整（例えば、増幅、フィル
タ、アップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネル上での送信に適切な変調信号を提供する
。さらに、送信機２２２ａないし２２２ｔからのＮＴ個の変調信号は、ＮＴ個のアンテナ
２２４ａないし２２４ｔからそれぞれ送信される。
【００３６】
　アクセス端末２５０において、送信された変調信号は、ＮＲ個のアンテナ２５２ａない
し２５２ｒによって受信され、各アンテナ２５２からの受信信号は、それぞれの受信機（
ＲＣＶＲ）２５４ａないし２５４ｒへ提供される。各受信機２５４は、それぞれの信号を
調整（例えば、フィルタ、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデジタ
ル化して、サンプルを提供し、サンプルをさらに処理して、対応する「受信された」シン
ボルストリームを提供する。
【００３７】
　ＲＸデータプロセッサ２６０は、特定の受信機処理技術に基づいて、ＮＲ個の受信機２
５４からＮＲ個の受信されたシンボルストリームを受信および処理して、ＮＴ個の「検出
された」シンボルストリームを提供することができる。ＲＸデータプロセッサ２６０は、
各検出されたシンボルストリームを復調し、デインターリーブし、復号して、データスト
リームのためのトラフィックデータを復元する。ＲＸデータプロセッサ２６０による処理
は、基地局２１０においてＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０およびＴＸデータプロセッサ
２１４によって行われる処理と相補的である。
【００３８】
　プロセッサ２７０は、上で議論されたような、どの利用可能な技術を利用するかを周期
的に決定することができる。さらに、プロセッサ２７０は、行列・インデクス部分および
ランク値部分を備える逆方向リンクメッセージを定式化することができる。
【００３９】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータストリームに
関するさまざまなタイプの情報を備えることができる。逆方向リンクメッセージは、ＴＸ
データプロセッサ２３８によって処理されることができる。これはまた、データソース２
３６からいくつかのデータストリームに関するトラフィックデータを受信し、変調器２８
０によって変調され、送信機２５４ａないし２５４ｒによって調整され、基地局２１０に
送信し戻される。
【００４０】
　基地局２１０において、アクセス端末２５０からの変調された信号は、アンテナ２２４
によって受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４０によって復調され、お
よびＲＸデータプロセッサ２４２によって処理され、もって、アクセス端末２５０によっ
て送信される逆方向リンクメッセージを抽出する。さらに、プロセッサ２３０は、ビーム
フォーミング重みを決定するためにどのプリコーディング行列を使用するかを決定するた
めに、抽出されたメッセージを処理することができる。
【００４１】
　プロセッサ２３０および２７０は、基地局２１０およびアクセス端末２５０のそれぞれ
においてオペレーションを指示する（例えば、制御する、調整する、管理するなど）こと
ができる。それぞれのプロセッサ２３０および２７０は、プログラムコードおよびデータ
を記憶するメモリ２３２および２７２と関連することができる。プロセッサ２３０および
２７０はまた、アップリンクおよびダウンリンクのそれぞれに関する周波数およびインパ
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ルス応答推定値を導き出すための計算を行うことができる。
【００４２】
　次に図３を参照して、ある態様にしたがって測位基準信号を配列するおよび相関するこ
とを容易にするための典型的なシステムの概観が提供される。例示されるように、システ
ム３００は、基地局３１０を含む。これは、測位基準信号３３０をワイヤレス端末３２０
へ提供する。そのような実施形態内で、基地局３１０は、符号器３１６を通して測位基準
信号３３０を符号化する。特に、低い複雑性のシーケンス３１２および１セットの基準シ
ンボル３１４の各々は、符号化器３１６への入力である。符号器３１６は、次に、測位基
準信号３３０を生成するために、低い複雑性のシーケンス３１２にしたがって１セットの
基準シンボル３１４を符号化する。これは、次に、ワイヤレス端末３２０において、低い
複雑性の復号器３２２によって復号される。ある態様において、測位基準信号３３０は、
ワイヤレス通信環境においてＥ－ＩＰＤＬオペレーションを容易にするためにウォルシュ
シーケンスまたは最長シーケンス（例えば、Ｍ個のシーケンス）に基づく。しかしながら
、Zadoff-Chuシーケンスまたは低い複雑性相関実装をともなう任意の他のセットのシーケ
ンスはまた、ウォルシュシーケンス／最長シーケンスと交換できるように使用されること
ができる。
【００４３】
　ある態様において、基地局３１０は、Ｎ個のＥ－ＩＰＤＬ基準信号シーケンスを生成す
ることができる。ここで、Ｎは、１以上の整数である。例えば、Ｅ－ＩＰＤＬ基準信号が
物理セルＩＤ（ＰＣＩ：a physical cell identity）および全地球セルＩＤ（ＧＣＩ：a 
global cell identity）を搬送するとき、Ｎ＝５０４×２である。この特定の実施形態の
場合、周波数シフトごとのシーケンスの数は、Ｍと定義されることができる。例えば、Ｅ
－ＩＰＤＬ基準信号について６個の可能な周波数シフトがある場合、Ｍ＝［Ｎ／６］であ
る。したがって、ある態様において、周波数シフトＭごとのシーケンスの数は、シーケン
スＮの要求数と可能なシフト数との間の商より上の次に最も高い整数であり得る。その後
、最小値ｋは、Ｍ≦２2kのように見つけ出されることができる。
【００４４】
　ある態様において、

【数１】

【００４５】
は、１セットのＬ＝２kポイント・ウォルシュ／ｍシーケンスにおいてｌ番目のシーケン
スを表すために使用されることができる。そのような実施形態内で、基地局３１０は、所
与の周波数シフトに関する基本シーケンスを生成することができる。ここにおいて、所与
の周波数シフトに関するｉ番目の基本シーケンス（包括的に、長さＬのｉ番目の基本シー
ケンス（この場合、ｉは、０ないしＬ－１の整数である））は、以下の式によって表され
る。
【数２】

【００４６】
ここで、ｍおよびｎは、ｎ＝ｉ ｍｏｄ Ｌ、およびｍ＝［ｉ／Ｌ］と定義されるシーケン
ス・インデックスを表し、
【数３】

【００４７】
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および
【数４】

【００４８】
は、コンポーネントの実数値シーケンスである。
【００４９】
　基地局３１０はまた、測位基準信号３３０を搬送するＯＦＤＭシンボルＰの合計数およ
びリソース・エレメントＱの合計数を識別するように構成されることができる。ある事例
において、１１０リソースブロックの帯域幅のためのリソース・エレメントの合計数は、
Ｑ＝２２０Ｐにより表されることができる。この特定の事例の場合、基地局３１０は、長
さＱのシーケンスを生成するために基本シーケンスｂを繰り返すことができる。
【００５０】
　ある態様において、基地局３１０は、長さＱのシーケンスをインターリーブするブロッ
クインターリーバ（図示されていない）をさらに含むことができる。ブロックインターリ
ーバが本明細書において議論されるが、他の適切なインターリーバがブロックインターリ
ーバに代わって採用されることができる（例えば、インターリーバは、ＯＦＤＭシンボル
ごとに定義されることができる）ことが認識されるべきである。ある態様において、ブロ
ックインターリーバは、Ｐ列であって２２０行のブロックインターリーバを採用すること
ができる（例えば、行で書き込んだ後に列で読み出す）。インターリービングは、基本シ
ーケンスにおける全てのエレメントが全ての可能な帯域幅の中にあることを保証すること
ができる。加えて、インターリービングは、周波数ドメインにおける繰り返されたシーケ
ンスの回避を容易にすることができる。ＯＦＤＭシンボルＰの数が基本シーケンスの長さ
Ｌを均等に分割する状況において、ブロックインターリーバは、基本シーケンスの長さＬ
を均等に分割しないシンボルＰの数よりも大きい列の数を選択し得ることが認識される。
インターリーブされたシーケンスは、次に、周波数を最初に、時間をその次とする方法で
、Ｅ－ＩＰＤＬのために設計されたサブフレーム内に組み込まれることができる。測位基
準信号３３０は、次に、ワイヤレス端末３２０のような１つまたは複数のモバイルデバイ
スに送信される。
【００５１】
　測位基準信号３３０がいったん受信されると、ワイヤレス端末３２０は、Ｅ－ＩＰＤＬ
基準信号の複製を作成するために、低い複雑性の復号器３２２を利用することができる。
ある態様において、低い複雑性の復号器３２２は、基地局３１０によって採用される技術
と実質的に類似するメカニズムを利用する。さらなる態様において、低い複雑性の復号器
３２２は、得られた基準信号を、生成された複製信号と比較する相関オペレーションを行
う。例えば、ｉ番目の基本シーケンスに対応するｌ番目のＥ－ＩＰＤＬ　ＯＦＤＭシンボ
ルは、以下のように表されることができる。

【数５】

【００５２】
特定の時間を仮定すると、相関オペレーションは、ｌ番目のＯＦＤＭシンボル観測ｙｌ（
例えば、Ｅ－ＩＰＤＬサブフレームの間に基地局３１０から受信されるＯＦＤＭシンボル
）と、ｉ番目のシーケンス

【数６】
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【００５３】
に関する対応するＥ－ＩＰＤＬ基準信号複製との間の時間ドメイン相関を生成する。ある
態様において、時間ドメイン相関は、次のものによって表されることができる。
【数７】

【００５４】
ここで、Ｆは、フーリエ・行列である。
【００５５】
　低い複雑性の復号器３２２は、その後、以下の式にしたがって相関の合計を確認するこ
とができる。
【数８】

【００５６】
ここで、ｚｊは、係数としてｂｉ（ｊ）をともなう全ての周波数観測の合計を表す。ある
態様において、ｂｉ（ｊ）は、ウォルシュシーケンスまたはｍ個のシーケンスから成る。
したがって、相関が、低い複雑性により生成されることを可能にする。この目的のために
、低い複雑性の復号器３２２がシンボルのサブセットまたはリソース・エレメントのサブ
セットのいずれかにより、受信されたシーケンスを検出し得ることがさらに注目されるべ
きである。
【００５７】
　次に図４－５を参照して、測位基準信号（例えば、Ｅ－ＩＰＤＬ基準信号）によって占
有される典型的な時間－周波数領域が図示される。この特定の事例の場合、図４は、通常
のサイクリック・プリフィックスモードの間の典型的な時間－周波数領域を例示するのに
対し、図５は、拡張されたサイクリック・プリフィックスモードの間の典型的な時間－周
波数領域を例示する。ここで、本明細書において説明されたような測位基準信号は、任意
の包括的な時間－周波数領域を占有することができることが認識されるべきである。ここ
において、図４－５において例示される事例は、ＬＴＥ仕様に現在のところ存在するセル
に固有の基準信号と類似の特定の設計を図示する。図４－５において説明される物理制御
／要求チャネルは、例えば、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：a Physical D
ownlink Control Channel）、物理ＨＡＲＱインジケータ・チャネル（ＰＨＩＣＨ）、ま
たは物理制御フォーマット・インジケータ・チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を含む複数のチャ
ネルのうちのいずれかを表し得ることがさらに認識されるべきである。
【００５８】
　次に図６を参照して、実施形態にしたがって測位基準信号を配列することを容易にする
典型的な基地局のブロック図が提供される。図示されるように、基地局６００は、プロセ
ッサコンポーネント６１０、メモリコンポーネント６２０、基準シンボルコンポーネント
６３０、シーケンスコンポーネント６４０、信号生成コンポーネント６５０、通信コンポ
ーネント６６０、およびインターリービング・コンポーネント６７０を含むことができる
。
【００５９】
　１つの態様において、プロセッサコンポーネント６１０は、複数の機能のうちのいずれ
かを実行することに関係するコンピュータ可読命令を実行するように構成される。プロセ
ッサコンポーネント６１０は、基地局６００から通信されることとなる情報を分析するこ
とおよび／またはメモリコンポーネント６２０、基準シンボルコンポーネント６３０、シ
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ーケンスコンポーネント６４０、信号生成コンポーネント６５０、通信コンポーネント６
６０、および／またはインターリービング・コンポーネント６７０によって利用されるこ
とができる情報を生成することに専用の単一のプロセッサまたは複数のプロセッサであり
得る。追加的にまたは代替的に、プロセッサコンポーネント６１０は、基地局６００の１
つまたは複数のコンポーネントを制御するように構成されることができる。
【００６０】
　他の態様において、メモリコンポーネント６２０は、プロセッサコンポーネント６１０
に結合され、プロセッサコンポーネント６１０によって実行されるコンピュータ可読命令
を記憶するように構成される。メモリコンポーネント６２０はまた、任意の基準シンボル
コンポーネント６３０、シーケンスコンポーネント６４０、信号生成コンポーネント６５
０、通信コンポーネント６６０、および／またはインターリービング・コンポーネント６
７０によって生成されるデータを含む複数の他のタイプのデータのいずれかを記憶するよ
う構成されることができる。メモリコンポーネント６２０は、ランダム・アクセス・メモ
リ、バッテリ・バックド・メモリ、ハード・ディスク、磁気テープなどを含むいくつかの
異なる構成で構成されることができる。さまざまな特徴はまた、圧縮および自働バックア
ップ（例えば、独立したドライブ構成の冗長アレイの使用）のようなメモリコンポーネン
ト６２０上で実装されることができる。
【００６１】
　さらに他の態様において、通信コンポーネント６６０はまた、プロセッサコンポーネン
ト６１０に結合され、基地局６００を外部エンティティとインターフェースするように構
成される。例えば、通信コンポーネント６６０は、アイドル期間として指定されたサブフ
レームにおいて基準信号の拡張されたシーケンスを送信するように構成されることができ
る。特定の実施形態において、拡張されたシーケンスは、シーケンスコンポーネント６４
０によって提供される基本シーケンスを繰り返すことによって生成される。ここにおいて
、特定のサブフレームは、ダウンリンクにおいて強化されたアイドル期間によって定義さ
れる。
【００６２】
　例示されるように、基地局６００はまた、基準シンボルコンポーネント６３０およびシ
ーケンスコンポーネント６４０を含むことができる。そのような実施形態内で、基準シン
ボルコンポーネント６３０は、基準信号と関連する１セットの基準シンボルを割り当てる
ように構成されるのに対し、シーケンスコンポーネント６４０は、割り当てられた基準シ
ンボルを符号化するために信号生成コンポーネント６５０によって利用される基本シーケ
ンスを提供するように構成される。
【００６３】
　ここで、シーケンスコンポーネント６４０は、複数のシーケンス・タイプのいずれかを
ともなう信号生成コンポーネント６５０を提供し得ることが注目されるべきである。例え
ば、基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、Zadoff-Chuシーケンス
、または任意のいくつかの他の低い複雑性のシーケンスであり得る。基本シーケンスはま
た、時間ドメイン・シーケンスまたは周波数ドメイン・シーケンスであり得る。
【００６４】
　シーケンスコンポーネント６４０によって提供されるシーケンスは、さまざまなコンポ
ーネントを備え得ることがさらに注目されるべきである。例えば、特定の実施形態におい
て、シーケンスコンポーネント６４０は、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよ
び第２のコンポーネントの実数値シーケンスから成る基本シーケンスを生成する。他の態
様において、シーケンスコンポーネント６４０は、第１のコンポーネントの実数値シーケ
ンスおよび第２のコンポーネントの実数値シーケンスを連結することによって基本シーケ
ンスを生成する。そのような実施形態内で、第１のコンポーネントの実数値シーケンスお
よび第２のコンポーネントの実数値シーケンスの各々は、ロングタームエボリューション
システムと関連する二次的な同期信号に基づくことができる。
【００６５】
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　他の態様において、シーケンスコンポーネント６４０は、第１のコンポーネントの実数
値シーケンスまたは第２のコンポーネントの実数値シーケンスのうちの少なくとも１つの
スクランブリングを行うように構成される。この実施形態の場合、スクランブリングは、
さまざまな方法で行われることができる。例えば、スクランブリングは、周波数シフトに
依拠することができ、および／または１つのコンポーネントのスクランブリングは、その
他のスクランブリングに依拠されることができる（例えば、第１のコンポーネントの実数
値シーケンスと関連する第１のスクランブリングは、第２のコンポーネントの実数値シー
ケンスと関連する第２のスクランブリングに依拠される）。ここで、シーケンスコンポー
ネント６４０は、複数の候補スクランブリング・コードのうちのいずれかからスクランブ
リング・コードを選択することによってスクランブリングを実行するように構成されるこ
とができる。
【００６６】
　例示されるように、基地局６００はまた、信号生成コンポーネント６５０を含むことが
できる。この実施形態の場合、信号生成コンポーネント６５０は、シーケンスコンポーネ
ント６４０によって提供される基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを生
成するように構成される。ここにおいて、拡張されたシーケンスは、基準シンボル・コン
ポーネント６３０によって割り当てられる１セットの基準シンボルを含む。特定の実施形
態において、信号生成コンポーネント６５０は、１セットの基準シンボル内に含まれる基
準シンボルの数にしたがって基本シーケンスを繰り返すことによって、拡張されたシーケ
ンスを生成するように構成される。ある態様において、基本シーケンスの長さは、周波数
シフトに基づく。ここにおいて、信号生成コンポーネント６５０は、周波数シフトにした
がって、分割オペレーションを行うように構成される。さらに、この特定の実施形態の場
合、信号生成コンポーネント６５０は、周波数シフトにしたがって、１セットの利用可能
なリソース・エレメントを複数のサブセットに分割するように構成される。
【００６７】
　基地局６００はまた、インターリービング・コンポーネント６７０を含むことができる
。そのような実施形態内で、インターリービング・コンポーネント６７０は、信号生成コ
ンポーネント６５０に結合され、拡張されたシーケンスを基準信号のために予約してある
時間周波数領域にインターリーブするように構成される。ここで、インターリービング・
コンポーネント６７０は、さまざまな実装のいずれかにおいて提供され得ることが注目さ
れるべきである。例えば、インターリービング・コンポーネント６７０は、ブロックイン
ターリーバを実装するように構成されることができる。他の実施形態において、インター
リービング・コンポーネント６７０は、１セットの基準シンボル内の個別の基準シンボル
にそれぞれ対応する複数のインターリーバを実装するように構成される。
【００６８】
　図７に移って、実施形態にしたがって測位基準信号を配列することを容易にするシステ
ム７００が例示される。例えば、システム７００および／またはシステム７００を実装す
るための命令は、基地局６００またはコンピュータ可読記憶媒体内に存在することができ
る。図示されるように、システム７００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの
ものの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実装される機能を表すことができ
る機能的ブロックを含む。システム７００は、一緒に動作することができる電子コンポー
ネントの論理グループ７０２を含む。例示されるように、論理グループ７０２は、基準信
号７１０と関連する１セットの基準シンボルを割り当てるための電子コンポーネントおよ
び基本シーケンス７１２を生成するための電子コンポーネントを含むことができる。論理
グループ７０２はまた、拡張されたシーケンスを提供するための電子コンポーネントを含
むことができる。これは、基本シーケンス７１４にしたがって、１セットの基準シンボル
を含む。さらに、論理グループ７０２は、アイドル期間７１６として設計されるサブフレ
ーム内の拡張されたシーケンスを送信するための電子コンポーネントを含むことができる
。追加的に、システム７００は、電子コンポーネント７１０、７１２、７１４、および７
１６と関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ７２０を含むことができる。
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ここにおいて、電子コンポーネント７１０、７１２、７１４、および７１６のいずれかは
、メモリ７２０の内部またはメモリ７２０の外部に存在することができる。
【００６９】
　図８を次に参照して、測位基準信号のシーケンスを容易にするための典型的な方法を例
示するフローチャートが提供される。例示されるように、プロセス８００は、主題の態様
にしたがって基地局によって行われることができる一連の動作を含む。例えば、プロセス
８００は、一連の動作を実装するためにコンピュータ可読記憶媒体上で記憶されるコンピ
ュータ実行可能命令を実行するためにプロセッサを採用することによって実装されること
ができる。他の実施形態において、プロセス８００の動作を少なくとも１つのコンピュー
タに実装させるためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体が考察される。
【００７０】
　ある態様において、プロセス８００は、動作８０５において基準信号に対応する１セッ
トの基準シンボルの割当てにより開始する。基準信号のサイズ（例えば、基準シンボル／
エレメントの数）は、次に、動作８１０において決定され、その後、動作８１５において
基本シーケンスが生成される。ここで、変動する複雑性のシーケンスが利用されることが
できるが、特定の実施形態は、例えば、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、または
Zadoff-Chuシーケンスを含む低い複雑性のシーケンスを生成することを考察する。
【００７１】
　次に、動作８０２において、プロセス８００は、基本シーケンスを基準シンボルに符号
化することによって進行する。しかしながら、基本シーケンスの長さは、動作８１０にお
いて確認される基準信号のサイズよりも小さいことが注目される。そのような状況の下で
は、プロセス８００が、全部の基準信号が符号化されるまで基本シーケンスが繰り返され
る動作８２５に進み得ることが考察される。
【００７２】
　符号化された基準シンボルをインターリーブすることも望ましいかもしれない。この特
定の実施形態の場合、符号化された基準シンボルは、したがって、動作８３０においてイ
ンターリーブされる。さらに、符号化された基準シンボルは、測位基準信号送信について
指定された時間－周波数領域にインターリーブされる（例えば、図４－５参照）。プロセ
ス８００は、次に、符号化された基準シンボルが基地局のアイドル期間の間に送信される
動作８３５において完結する。
【００７３】
　次に図９を参照して、ブロック図は、さまざまな態様にしたがって典型的なワイヤレス
端末を例示する。例示されるように、ワイヤレス端末９００は、プロセッサコンポーネン
ト９１０、メモリコンポーネント９２０、通信コンポーネント９３０、複製コンポーネン
ト９４０、相関コンポーネント９５０、および識別コンポーネント９６０を含むことがで
きる。
【００７４】
　基地局６００におけるプロセッサコンポーネント６１０と同様に、プロセッサコンポー
ネント９１０は、複数の機能のうちのいずれかを実行することに関するコンピュータ可読
命令を実行するように構成される。プロセッサコンポーネント９１０は、ワイヤレス端末
９００から通信されることとなる情報を分析することおよび／またはメモリコンポーネン
ト９２０、通信コンポーネント９３０、複製コンポーネント９４０、相関コンポーネント
９５０、および／または識別コンポーネント９６０によって利用されることができる情報
を生成することに専用の単一のプロセッサまたは複数のプロセッサであり得る。追加的に
または代替的に、プロセッサコンポーネント９１０は、ワイヤレス端末９００の１つまた
は複数のコンポーネントをコントロールするように構成されることができる。
【００７５】
　他の態様において、メモリコンポーネント９２０は、プロセッサコンポーネント９１０
に結合され、およびプロセッサコンポーネント９１０によって実行されるコンピュータ可
読命令を記憶するように構成される。メモリコンポーネント９２０はまた、任意の通信コ
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ンポーネント９３０、複製コンポーネント９４０、相関コンポーネント９５０、および／
または識別コンポーネント９６０によって生成されるデータを含む複数の他のタイプのデ
ータのうちのいずれかを記憶するように構成されることができる。ここで、メモリコンポ
ーネント９２０は、基地局６００におけるメモリコンポーネント６２０と類似している。
したがって、メモリコンポーネント６２０の任意の前述の特徴／構成はまた、メモリコン
ポーネント９２０に適用可能であることが認識されるべきである。
【００７６】
　さらに他の態様において、通信コンポーネント９３０はまた、プロセッサコンポーネン
ト９１０に結合され、ワイヤレス端末９００を外部のエンティティとインターフェースで
接続するように構成される。例えば、通信コンポーネント９３０は、基地局のアイドル期
間の間に送信される基地局からの基準シンボルのシーケンスを得るように構成されること
ができる。特定の実施形態において、基地局のアイドル期間は、ダウンリンクにおける強
化されたアイドル期間と関連される。
【００７７】
　例示されるように、ワイヤレス端末９００はまた、複製コンポーネント９４０および相
関コンポーネント９５０を含むことができる。そのような実施形態内で、複製コンポーネ
ント９４０は、基準シンボルの複製されたシーケンスをモデル化するように構成されるの
に対し、相関コンポーネント９５０は、受信されたシーケンスのサブセットと複製された
シーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定するように構成される。ここで、受
信されたシーケンスまたは複製されたシーケンスのいずれかは、時間ドメイン・シーケン
スまたは周波数ドメイン・シーケンスであり得ることが認識されるべきである。受信され
たシーケンスのサブセットまたは複製されたシーケンスの対応するサブセットのいずれか
は、基準シンボルサブセットまたは基準エレメントサブセットであり得ることがさらに認
識されるべきである。
【００７８】
　ある態様において、シンボルの受信されたシーケンスを処理することは、低い複雑性の
アルゴリズムを利用することを要する。特定の実施形態において、ワイヤレス端末９００
は、受信されたシーケンスの変換を、複製されたシーケンスの変換と比較することによっ
て、受信されたシーケンスを処理する。例えば、相関コンポーネント９５０は、受信され
たシーケンスのサブセットと関連する受信された変換のセットおよび複製されたシーケン
スの対応するサブセットと関連する複製された変換のセットを確認するように構成される
ことができる。そのような実施形態内で、相関コンポーネント９５０によって確認される
相関は、受信された変換のセットと、複製された変換のセットとの間の比較に基づく。こ
こにおいて、受信された変換および複製された変換の各々は、例えば、高速フーリエ変換
であり得る。相関コンポーネント９５０はまた、変換行列へアクセスすることによって変
換のセットを確認するように構成されることができる。ここにおいて、行列は、局所的に
および／または外部的に記憶されることができる。
【００７９】
　例示されるように、ワイヤレス端末９００は、識別コンポーネント９６０をさらに含む
。そのような実施形態内で、識別コンポーネント９６０は、相関コンポーネント９５０に
よって確認される相関にしたがって、受信されたシーケンスを分類するように構成される
。ここで、識別コンポーネント９６０は、さまざまなタイプのシーケンスを識別するよう
に構成されることができる。しかしながら、特定の実施形態において、識別コンポーネン
ト９６０は、例えば、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシーケ
ンスを含む低い複雑性のシーケンスを検出するように構成される。
【００８０】
　図１０を次に参照して、ある実施形態にしたがって測位基準信号を相関することを容易
にするシステム１０００が例示される。システム１０００および／またはシステム１００
０を実装するための命令は、例えば、ワイヤレス端末９００またはコンピュータ可読記憶
媒体に存在することができる。ここにおいて、システム１０００は、プロセッサ、ソフト
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ウェア、またはそれらのものの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実装され
る機能を表すことができる。さらに、システム１０００は、システム７００における論理
グループ７０２と同様に、一緒に動作することができる電子コンポーネントの論理グルー
プ１００２を含む。例示されるように、論理グループ１００２は、基地局１０１０のアイ
ドル期間の間に基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受信するための電子コ
ンポーネントおよび基準シンボル１０１２の複製されたシーケンスを生成するための電子
コンポーネントを含むことができる。論理グループ１００２はまた、受信されたシーケン
スのサブセットと、複製されたシーケンス１０１４の対応するサブセットとの間の相関を
確認するための電子コンポーネントを含むことができる。さらに、論理グループ１００２
は、相関１０１６にしたがって、受信されたシーケンスを識別するための電子コンポーネ
ントを含むことができる。追加的に、システム１０００は、電子コンポーネント１０１０
、１０１２、１０１４、および１０１６と関連する機能を実行するための命令を保持する
メモリ１０２０を含むことができる。メモリ１０２０の外部にあるものとして図示されて
いるが、電子コンポーネント１０１０、１０１２、１０１４、および１０１６は、メモリ
１０２０の内部に存在することができることが理解されるべきである。
【００８１】
　次に図１１を参照して、測位基準信号を相関するための典型的な方法を例示するフロー
チャートが提供される。例示されるように、プロセス１１００は、主題の態様にしたがっ
てワイヤレス端末によって実行されることができる一連の動作を含む。例えば、プロセス
１１００は、一連の動作を実装するためにコンピュータ可読記憶媒体上に記憶されるコン
ピュータ実行可能命令を実行するためにプロセッサを採用することによって実装されるこ
とができる。他の実施形態において、プロセス１１００の動作を少なくとも１つのコンピ
ュータに実装させるためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体が考察される。
【００８２】
　ある態様において、プロセス１１００は、ワイヤレス端末が動作１１０５において基地
局から基準シンボルのシーケンスを受信することにより開始し、その後に、動作１１１０
において、受信されたシーケンスの複製を生成する。この特定の実施形態の場合、受信さ
れたシーケンスが、基地局によって送信される測位基準信号に対応することが注目される
べきである。
【００８３】
　ワイヤレス端末における効率的な処理を容易にするために、受信されたシーケンスが、
低い複雑性のシーケンスであることが考察される。特定の実施形態において、プロセス１
１００は、動作１１５において、受信されたおよび複製されたシーケンスの対応するサブ
セットに関する変換を決定する。この実施形態の場合、動作１１１５において決定される
変換は、次に、動作１１２０において相関されることができる。ここにおいて、そのよう
な変換の間の相関は、受信されたシーケンスと複製されたシーケンスとの間の相関を示す
。プロセス１１００は、次に、動作１１２５において終了する。ここにおいて、受信され
たシーケンスは、動作１１２０において確認された相関に部分的に基づいて識別される。
【００８４】
　　典型的な通信システム　
　次に図１２を参照して、さまざまな態様にしたがって実装される典型的な通信システム
１２００が複数のセル（セルＩ　１２０２、セルＭ　１２０４）を含んで提供される。こ
こで、セルの境界領域１２６８によって示されるように、近隣のセル１２０２、１２０４
は、わずかにオーバーラップし、それによって、近隣のセル内の基地局によって送信され
る信号の間で信号干渉の可能性をもたらすことが注目されるべきである。システム１２０
０の各セル１２０２、１２０４は、３個のセクタを含む。複数のセクタ（Ｎ＝１）に細分
されていないセル、２個のセクタ（Ｎ＝２）をともなうセル、３個のセクタ（Ｎ＞３）を
ともなうセルもさまざまな態様にしたがって可能である。セル１２０２は、第１のセクタ
（セクタＩ　１２１０）、第２のセクタ（セクタＩＩ　１２１２）、および第３のセクタ
（セクタＩＩＩ　１２１４）を含む。各セクタ１２１０、１２１２、および１２１４は、
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２個のセクタ境界領域を有する。各境界領域は、２個の隣接セクタの間で共有される。
【００８５】
　セクタ境界領域は、近隣のセクタにおける基地局によって送信された信号の間の信号干
渉の可能性を与える。境界線１２１６は、セクタＩ　１２１０とセクタＩＩ　１２１２と
の間のセクタ境界領域を表す。境界線１２１８は、セクタＩＩ　１２１２とセクタＩＩＩ
　１２１４との間のセクタ境界領域を表す。境界線１２２０は、セクタＩＩＩ　１２１４
とセクタＩ　１２１０との間のセクタ境界領域を表す。同様に、セルＭ　１２０４は、第
１のセクタ（セクタＩ　１２２２）、第２のセクタ（セクタＩＩ　１２２４）、および第
３のセクタ（セクタＩＩＩ　１２２６）を含む。境界線１２２８は、セクタＩ　１２２２
とセクタＩＩ　１２２４との間のセクタ境界領域を表す。境界線１２３０は、セクタＩＩ
　１２２４とセクタＩＩＩ　１２２６との間のセクタ境界領域を表す。境界線１２３２は
、セクタＩＩＩ　１２２６とセクタＩ　１２２２との間の境界領域を表す。セルＩ　１２
０２は、各セクタ１２１０、１２１２、１２１４において、基地局（ＢＳ）、基地局Ｉ　
１２０６、および複数のエンドノード（ＥＮ）を含む。セクタＩ　１２１０は、ワイヤレ
スリンク１２４０、１２４２をそれぞれ通してＢＳ１２０６に結合されたＥＮ（１）１２
３６およびＥＮ（Ｘ）１２３８を含む。セクタＩＩ　１２１２は、ワイヤレスリンク１２
４８、１２５０をそれぞれ通してＢＳ１２０６に結合されたＥＮ（１’）１２４４および
ＥＮ（Ｘ’）１２４６を含む。セクタＩＩＩ　１２１４は、ワイヤレスリンク１２５６、
１２５８をそれぞれ通してＢＳ１２０６に結合されたＥＮ（１”）１２５２およびＥＮ（
Ｘ”）１２５４を含む。同様に、セルＭ　１２０４は、各セクタ１２２２、１２２４、お
よび１２２６内に基地局Ｍ１２０８、および複数のエンドノード（ＥＮ）を含む。セクタ
Ｉ　１２２２は、ワイヤレスリンク１２４０’、１２４２’をそれぞれ通してＢＳ　Ｍ１
２０８に結合されたＥＮ（１）１２３６’およびＥＮ（Ｘ）１２３８’を含む。セクタＩ
Ｉ　１２２４は、ワイヤレスリンク１２４８’、１２５０’をそれぞれ通してＢＳ　Ｍ１
２０８に結合されたＥＮ（１’）１２４４’およびＥＮ（Ｘ’）１２４６’を含む。セク
タＩＩＩ　１２２６は、ワイヤレスリンク１２５６’、１２５８’をそれぞれ通してＢＳ
１２０８に結合されたＥＮ（１”）１２５２’およびＥＮ（Ｘ”）１２５４’を含む。
【００８６】
　システム１２００はまた、ネットワークリンク１２６２、１２６４をそれぞれ通してＢ
Ｓ　Ｉ　１２０６およびＢＳ　Ｍ　１２０８に結合されるネットワークノード１２６０を
含む。ネットワークノード１２６０はまた、他のネットワークノード（例えば、他の基地
局、ＡＡＡサーバーノード、中間ノード、ルーターなど）、およびネットワークリンク１
２６６を通してインターネットと結合される。ネットワークリンク１２６２、１２６４、
１２６６は、例えば、光ファイバケーブルであり得る。各エンドノード（例えば、ＥＮ　
１　１２３６）は、送信機および受信機を含むワイヤレス端末であり得る。ワイヤレス端
末（例えば、ＥＮ（１）１２３６）は、システム１２００を通って移動することができ、
ＥＮが現在位置しているセル内の基地局と、ワイヤレスリンクを通して通信することがで
きる。ワイヤレス端末（ＷＴ）（例えば、ＥＮ（１）１２３６）は、基地局（例えば、Ｂ
Ｓ１２０６および／またはネットワークノード１２６０）を通してピアノード（例えば、
システム１２００内のまたはシステム１２００外の他のＷＴ）と通信することができる。
ＷＴ（例えば、ＥＮ（１）１２３６）は、セル電話、ワイヤレス・モデムを備える携帯情
報端末などのようなモバイル通信デバイスであり得る。それぞれの基地局は、ストリップ
シンボル期間の間、残りのシンボル期間（例えば、非ストリップ・シンボル期間）におい
てトーン・ホッピング（tone hopping）を決定するおよびトーンを割り当てるために採用
される方法とは異なる方法を使用してトーン・サブセット割当てを実行する。ワイヤレス
端末は、固有のストリップシンボル期間においてデータおよび情報を受信するために採用
することができるトーンを決定するために基地局から受信された情報（例えば、基地局ス
ロープＩＤ、セクタＩＤ情報）と一緒にトーン・サブセット割当て方法を使用する。トー
ン・サブセット割当てシーケンスは、それぞれのトーンにわたってセクタ間およびセクタ
内干渉を拡散するためにさまざまな態様にしたがって構成される。主題のシステムは、セ
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ルラモードの文脈内で主に説明されたが、本明細書において説明された態様にしたがって
複数のモードが利用可能であり、採用可能であり得ることが認識されるべきである。
【００８７】
　　典型的な基地局　
　図１３は、さまざまな態様にしたがって典型的な基地局１３００を例示する。基地局１
３００は、セルのそれぞれの異なるセクタタイプについて生成される異なるトーン・サブ
セット割当てシーケンスによりトーン・サブセット割当てシーケンスを実装する。基地局
１３００は、図１２のシステム１２００の基地局１２０６、１２０８のうちのいずれか１
つとして使用されることができる。基地局１３００は、バス１３０９によって一緒に結合
された、受信機１３０２、送信機１３０４、プロセッサ１３０６（例えば、ＣＰＵ）、入
力／出力インターフェース１３０８、およびメモリ１３１０を含む。さまざまなエレメン
ト１３０２、１３０４、１３０６、１３０８、および１３１０は、バス１３０９上でデー
タおよび情報を交換することができる。
【００８８】
　受信機１３０２に結合されるセクタ化されたアンテナ１３０３は、基地局のセル内の各
セクタからのワイヤレス端末送信からデータおよび他の信号（例えば、チャネル報告）を
受信するために使用される。送信機１３０４に結合されたセクタ化されたアンテナ１３０
５は、基地局のセルの各セクタ内のワイヤレス端末１４００（図１４参照）へデータおよ
び他の信号（例えば、制御信号、パイロット信号、ビーコン信号など）を送信するために
使用される。さまざまな態様において、基地局１３００は、複数の受信機１３０２および
複数の送信機１３０４（例えば、各セクタのための個別の受信機１３０２および各セクタ
のための個別の送信機１３０４）を採用することができる。プロセッサ１３０６は、例え
ば、汎用中央処理装置（ＣＰＵ）であり得る。プロセッサ１３０６は、メモリ１３１０に
記憶される１つまたは複数のルーチン１３１８の指示の下、基地局１３００のオペレーシ
ョンを制御し、方法を実装する。Ｉ／Ｏインターフェース１３０８は、ＢＳ１３００を他
の基地局、アクセスルータ、ＡＡＡサーバーノードなどに結合する他のネットワークノー
ド、他のネットワーク、およびインターネットへの接続を提供する。メモリ１３１０は、
ルーチン１３１８およびデータ／情報１３２０を含む。
【００８９】
　データ／情報１３２０は、データ１３３６、ダウンリンク・ストリップ・シンボル時間
情報１３４０およびダウンリンクトーン情報１３４２を含むトーン・サブセット割当てシ
ーケンス情報１３３８、およびＷＴ情報の複数のセットを含むワイヤレス端末（ＷＴ）デ
ータ／情報１３４４（ＷＴ　１情報１３４６およびＷＴ　Ｎ情報１３６０）を含む。ＷＴ
情報の各セット（例えば、ＷＴ　１情報１３４６）は、データ１３４８、端末ＩＤ１３５
０、セクタＩＤ１３５２、アップリンク・チャネル情報１３５４、ダウンリンクチャネル
情報１３５６、およびモード情報１３５８を含む。
【００９０】
　ルーチン１３１８は、通信ルーチン１３２２および基地局制御ルーチン１３２４を含む
。基地局制御ルーチン１３２４は、スケジューラ・モジュール１３２６、およびストリッ
プシンボル期間の間トーン・サブセット割当てルーチン１３３０、残りのシンボル期間（
例えば、非ストリップ・シンボル期間）の間他のダウンリンクトーン割当てホッピング・
ルーチン１３３２、およびビーコン・ルーチン１３３４）を含む信号ルーチン１３２８を
含む。
【００９１】
　データ１３３６は、ＷＴへの送信に先立って符号化するために送信機１３０４の符号器
１３１４へ送られ得る送信されることとなるデータおよび受信に続いて受信機１３０２の
復号器１３１２を通って処理されたＷＴからのデータを受信されることなるデータを含む
。ダウンリンク・ストリップ・シンボル時間情報１３４０は、スーパースロット、ビーコ
ンスロット、およびウルトラスロット構造情報のようなフレーム同期構造情報、および所
与のシンボル期間がストリップシンボル期間であるか否かを指定する情報であって、所与
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のシンボル期間がストリップシンボルである場合、ストリップシンボル期間のインデクス
であり、およびストリップシンボルが、基地局によって使用されるトーン・サブセット割
当てシーケンスを切り捨てるためのリセットポイントであるか否かを指定する情報を含む
。ダウンリンクトーン情報１３４２は、基地局１３００に割り当てられたキャリア周波数
、トーンの数および頻度、およびストリップシンボル期間に割り当てられることとなる１
セットのトーン・サブセット、およびスロープ、スロープ・インデクス、およびセクタタ
イプのような他のセルおよびセクタに固有の値を含む情報を含む。
【００９２】
　データ１３４８は、ＷＴ１　１４００がピアノードから受信したデータ、ＷＴ１　１４
００がピアノードへ送信されることを望むデータ、およびダウンリンクチャネル品質報告
フィードバック情報を含むことができる。端末ＩＤ１３５０は、ＷＴ１　１４００を識別
するＩＤを割り当てられる基地局１３００である。セクタＩＤ１３５２は、ＷＴ１　１４
００が作動するセクタを識別する情報を含む。セクタＩＤ１３５２は、例えば、セクタタ
イプを決定するために使用されることができる。アップリンク・チャネル情報１３５４は
、例えば、データに関するアップリンク・トラフィック・チャネル・セグメント、要求、
電力制御、タイミング制御に専用のアップリンク制御チャネルなどを使用するためにＷＴ
１　１４００について、スケジューラ１３２６によって割り当てられているチャネル・セ
グメントを識別する情報を含む。ＷＴ１　１４００に割り当てられる各アップリンク・チ
ャネルは、１つまたは複数の論理トーンを含み、各論理トーンは、アップリンク・ホッピ
ング・シーケンスの後に続く。ダウンリンクチャネル情報１３５６は、ＷＴ１　１４００
（例えば、ユーザ・データのためのダウンリンク・トラフィック・チャネル・セグメント
）へデータおよび／または情報を搬送するためにスケジューラ１３２６によって割り当て
られたチャネル・セグメントを識別する情報を含む。ＷＴ１　１４００へ割り当てられた
各ダウンリンクチャネルは、１つまたは複数の論理トーンを含み、各論理トーンは、ダウ
ンリンク・ホッピング・シーケンスの後に続く。モード情報１３５８は、ＷＴ１　１４０
０のオペレーションの状態（例えば、スリープ、ホールド、オン）を識別する情報を含む
。
【００９３】
　通信ルーチン１３２２は、さまざまな通信オペレーションを実行するため、およびさま
ざまな通信プロトコルを実装するために基地局１３００を制御する。基地局制御ルーチン
１３２４は、基本的な基地局の機能的タスク（例えば、信号生成および受信、スケジュー
リング）を実行するため、およびストリップシンボル期間の間にトーン・サブセット割当
てシーケンスを使用してワイヤレス端末へ信号を送信することを含むいくつかの態様の方
法のステップを実装するために基地局１３００を制御するために使用される。
【００９４】
　シグナリング・ルーチン１３２８は、復号器１３１２をともなう受信機１３０２のオペ
レーションを制御し、符号器１３１４をともなう送信機１３０４のオペレーションを制御
する。シグナリング・ルーチン１３２８は、送信されたデータ１３３６および制御情報の
生成を制御する責任がある。トーン・サブセット割当てルーチン１３３０は、態様の方法
を使用して、およびダウンリンク・ストリップ・シンボル時間情報１３４０およびセクタ
ＩＤ１３５２を含むデータ／情報１３２０を使用してストリップシンボル期間内に使用さ
れることとなるトーン・サブセットを構成する。ダウンリンク・トーン・サブセット割当
てシーケンスは、セル内のセクタタイプごとに異なり得る、および隣接するセルごとに異
なり得る。ＷＴ１４００は、ダウンリンク・トーン・サブセット割当てシーケンスにした
がって、ストリップシンボル期間内に信号を受信する。基地局１３００は、送信された信
号を生成するために、同じダウンリンク・トーン・サブセット割当てシーケンスを使用す
る。他のダウンリンクトーン割当てホッピング・ルーチン１３３２は、ストリップシンボ
ル期間以外のシンボル期間の間に、ダウンリンクトーン情報１３４２、およびダウンリン
クチャネル情報１３５６を含む情報を使用してダウンリンク・トーン・ホッピング・シー
ケンスを構成する。ダウンリンク・データ・トーン・ホッピング・シーケンスは、セルの
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セクタにわたって同期される。ビーコン・ルーチン１３３４は、ビーコン信号（例えば、
１つまたはわずかなトーンに集中した比較的高い電力信号の信号）の送信を制御する。こ
れは、同期の目的のため（例えば、ダウンリンク信号のフレーム・タイミング構造を同期
するためであって、それによってウルトラスロット境界に関係してトーン・サブセット割
当てシーケンス）に使用されることができる。
【００９５】
　　典型的なワイヤレス端末　
　図１４は、図１２において図示されるシステム１２００のワイヤレス端末（エンドノー
ド）のうちのいずれか１つ（例えば、ＥＮ（１）１２３６）として使用されることができ
る典型的なワイヤレス端末（エンドノード）１４００を例示する。ワイヤレス端末１４０
０は、トーン・サブセット割当てシーケンスを実装する。ワイヤレス端末１４００は、バ
ス１４１０によって一緒に結合される、復号器１４１２を含む受信機１４０２、符号器１
４１４を含む送信機１４０４、プロセッサ１４０６、およびメモリ１４０８を含む。さま
ざまなエレメント１４０２、１４０４、１４０６、１４０８は、バス１４１０上でデータ
および情報を交換することができる。基地局（および／または異なるワイヤレス端末）か
ら信号を受信するために使用されるアンテナ１４０３は、受信機１４０２へ結合される。
信号を送信するために使用されるアンテナ１４０５（例えば、基地局へ（および／または
異なるワイヤレス端末））は、送信機１４０４へ結合される。
【００９６】
　プロセッサ１４０６（例えば、ＣＰＵ）は、ワイヤレス端末１４００のオペレーション
を制御し、ルーチン１４２０を実行すること、およびメモリ１４０８内のデータ／情報１
４２２を使用することによって方法を実装する。
【００９７】
　データ／情報１４２２は、ユーザ・データ１４３４、ユーザ情報１４３６、およびトー
ン・サブセット割当てシーケンス情報１４５０を含む。ユーザ・データ１４３４は、基地
局への送信機１４０４による送信に先立って符号化するために符号器１４１４へ送られ得
る、ピアノードに意図されたデータ、および受信機１４０２における復号器１４１２によ
って処理されている、基地局から受信されたデータを含むことができる。ユーザ情報１４
３６は、アップリンク・チャネル情報１４３８、ダウンリンクチャネル情報１４４０、端
末ＩＤ情報１４４２、基地局ＩＤ情報１４４４、セクタＩＤ情報１４４６、およびモード
情報１４４８を含む。アップリンク・チャネル情報１４３８は、基地局へ送信するときに
使用するためのワイヤレス端末１４００のために基地局によって割り当てられているアッ
プリンク・チャネル・セグメントを識別する情報を含む。アップリンク・チャネルは、ア
ップリンク・トラフィック・チャネル、専用のアップリンク制御チャネル（例えば、要求
チャネル、電力制御チャネル、およびタイミング制御チャネル）を含むことができる。各
アップリンク・チャネルは、１つまたは複数の論理トーンを含み、各論理トーンは、アッ
プリンク・トーン・ホッピング・シーケンスの後に続く。アップリンク・ホッピング・シ
ーケンスは、セルの各セクタタイプ間で異なり、隣接するセル間で異なる。ダウンリンク
チャネル情報１４４０は、基地局が、ＷＴ１４００へデータ／情報を送信するときに使用
するためにＷＴ１４００へ基地局によって割り当てられているダウンリンク・チャネル・
セグメントを識別する情報を含む。ダウンリンクチャネルは、ダウンリンク・トラフィッ
ク・チャネルおよび割当てチャネルを含むことができ、各ダウンリンクチャネルは、１つ
または複数の論理トーンを含み、各論理トーンは、セルの各セクタ間で同期されるダウン
リンク・ホッピング・シーケンスの後に続く。
【００９８】
　ユーザ情報１４３６はまた、基地局に割り当てられた識別子である端末ＩＤ情報１４４
２、ＷＴが通信を確立した固有の基地局を識別する基地局ＩＤ情報１４４４、およびＷＴ
１４００が現在位置しているセルの固有のセクタを識別するセクタＩＤ情報１４４６を含
む。基地局ＩＤ１４４４は、セル・スロープ値を提供し、セクタＩＤ情報１４４６は、セ
クタ・インデクス・タイプを提供する。セル・スロープ値およびセクタ・インデクス・タ



(29) JP 5345710 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

イプは、トーン・ホッピング・シーケンスを導き出すために使用されることができる。ユ
ーザ情報１４３６にも含まれるモード情報１４４８は、ＷＴ１４００がスリープモード、
ホールドモード、またはオンモードにあるか否かを識別する。
【００９９】
　トーン・サブセット割当てシーケンス情報１４５０は、ダウンリンク・ストリップ・シ
ンボル時間情報１４５２およびダウンリンクトーン情報１４５４を含む。ダウンリンク・
ストリップ・シンボル時間情報１４５２は、スーパースロット、ビーコンスロット、およ
びウルトラスロット構造情報のようなフレーム同期構造情報、および所与のシンボル期間
がストリップシンボル期間であるか否かを指定する情報であって、ストリップシンボル期
間である場合、ストリップシンボル期間のインデクスである、およびストリップシンボル
が、基地局によって使用されるトーン・サブセット割当てシーケンスを切り捨てるための
リセットポイントであるか否かを指定する情報を含む。ダウンリンクトーン情報１４５４
は、基地局に割り当てられたキャリア周波数、トーンの数および頻度、およびストリップ
シンボル期間に割り当てられることとなる１セットのトーン・サブセット、およびスロッ
ト、スロープ・インデクス、およびセクタタイプのようなセクタに固有の値および他のセ
ルを含む情報を含む。
【０１００】
　ルーチン１４２０は、通信ルーチン１４２４およびワイヤレス端末制御ルーチン１４２
６を含む。通信ルーチン１４２４は、ＷＴ１４００によって使用されるさまざまな通信プ
ロトコルを制御する。ワイヤレス端末制御ルーチン１４２６は、受信機１４０２および送
信機１４０４の制御を機能的に含む基本的なワイヤレス端末１４００を制御する。ワイヤ
レス端末制御ルーチン１４２６は、シグナリング・ルーチン１４２８を含む。シグナリン
グ・ルーチン１４２８は、ストリップシンボル期間の間のトーン・サブセット割り当てル
ーチン１４３０、および残りのシンボル期間（例えば、非ストリップ・シンボル期間）の
間の他のダウンリンクトーン割当てホッピング・ルーチン１４３２を含む。トーン・サブ
セット割当てルーチン１４３０は、いくつかの態様にしたがってダウンリンク・トーン・
サブセット割当てシーケンスを生成するため、および基地局から送信された受信されたデ
ータを処理するために、ダウンリンクチャネル情報１４４０、基地局ＩＤ情報１４４４（
例えば、スロープ・インデクスおよびセクタタイプ）、およびダウンリンクトーン情報１
４５４を含むデータ／情報１４２２を使用する。他のダウンリンクトーン割当てホッピン
グ・ルーチン１４３０は、ストリップシンボル期間以外にシンボル期間の間にダウンリン
クトーン情報１４５４、およびダウンリンクチャネル情報１４４０を含む情報を使用して
、ダウンリンク・トーン・ホッピング・シーケンスを構成する。プロセッサ１４０６によ
って実行されるとき、トーン・サブセット割当てルーチン１４３０は、ワイヤレス端末１
４００が基地局１３００から１つまたは複数のストリップシンボル信号を受信する時、お
よびどのトーン上で受信するかを決定するために使用される。アップリンク・トーン割当
てホッピング・ルーチン１４３０は、送信するべきところのトーンを決定するために基地
局から受信される情報と一緒にトーン・サブセット割当て機能を使用する。
【０１０１】
　１つまたは複数の典型的な実施形態において、説明された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらのものの任意の組み合わせにおいて実装される
ことができる。ソフトウェアにおいて実装される場合、当該機能は、１つまたは複数の命
令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読
媒体上で送信されることができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所から他の場所への
コンピュータ・プログラムの転送を容易にするコンピュータ記憶媒体および任意の媒体を
含む通信媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任
意の利用可能な媒体であってもよい。事例として、かつ非制限的列挙として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ-ＲＯＭまたは他の光デ
ィスク記録装置、磁気ディスク記録装置または他の磁気記録デバイス、もしくは、任意の
他の媒体であって、命令またはデータ構成の形式において所望のプログラムコードを伝達
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または記憶するために使用可能で、かつコンピュータによってアクセス可能な媒体を具備
することができる。さらに、いずれの接続も、コンピュータ可読媒体と適切に称される。
例えば、もしソフトウェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠くの情報源から、同軸
ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペアケーブル、デジタル加入者線（ＤＳＬ）ま
たはワイヤレス技術（例えば、赤外線、無線およびマイクロ波など）を使用して送信され
るのであれば、そうした同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペアケーブル、Ｄ
ＳＬまたはワイヤレス技術（例えば、赤外線、無線およびマイクロ波など)もまた、媒体
の定義に含まれる。本件明細書において使用されるように、ディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを含む。こ
こで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生するものをいい、ディスク（di
sc）は、レーザを用いてデータを光学的に再生するものをいう。上記のものの組み合わせ
はまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１０２】
　実施形態がプログラムコードまたはコード・セグメントにおいて実装されるとき、コー
ド・セグメントは、手順、機能、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン
、モジュール、ソフトウェア・パッケージ、クラス、または命令、データ構造、またはプ
ログラム文章の任意の組み合わせを表すことができることが認識されるべきである。コー
ド・セグメントは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモリ・コンテンツを渡す
および／または受信することによって他のコード・セグメントまたはハードウェア回路に
結合されることができる。情報、引数、パラメータ、データなどは、メモリ共有、メッセ
ージ・パッシング、トークン・パッシング、ネットワーク送信などを含む任意の適切な手
段を使用してパスされる、転送される、または送信されることができる。したがって、い
くつかの態様において、方法またはアルゴリズムのステップおよび／または動作は、コン
ピュータ・プログラム・プロダクト内に組み込まれることができる機械可読媒体および／
またはコンピュータ可読媒体上でコードおよび／または命令のセットまたは１つまたは任
意の組み合わせとして存在することができる。
【０１０３】
　ソフトウェア実装の場合、本明細書において説明される技術は、本明細書において説明
される機能を実行するモジュール（例えば、手順、機能など）により実装されることがで
きる。ソフトウェア・コードは、メモリユニットに記憶されることができ、プロセッサに
よって実行されることができる。メモリユニットは、プロセッサの内部でまたはプロセッ
サの外部で実装されることができる。この場合、当業者に既知のさまざまな手段を通して
プロセッサに通信で結合されることができる。
【０１０４】
　ハードウェア実装の場合、処理ユニットは、１つまたは複数の特定用途集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、
プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、マイクロプロセッサ
、本明細書において説明された機能を実行するように設計された他の電子ユニット、また
はこれらのものの組み合わせ内で実装されることができる。
【０１０５】
　上記で説明されたものは、１つまたは複数の実施形態の事例を含む。もちろん、前述の
実施形態を説明する目的のためにコンポーネントまたは方法のすべての考えられる組み合
わせを説明することは不可能であるが、当業者によって、さまざまな実施形態の多くのさ
らなる組み合わせおよび置換が可能であることが認識されることができる。したがって、
説明された実施形態は、すべてのそのような代替、修正、および変更が、添付の特許請求
の範囲の要旨および範囲内に包含するよう意図される。さらに、詳細な説明または特許請
求の範囲のいずれかにおいて使用される用語「含む（includes）」は、特許請求において
移り変わりの用語として採用されるとき、「備える（comprising）」が解釈されるように
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用語「備える（comprising）」と同様の方法で包括的であるよう意図される。
【０１０６】
　本件出願において使用されているように、「推論する」または「推論」という語は、複
数のイベントおよび／またはデータによって獲得されるような１セットの観察から、シス
テム、環境、および／またはユーザの状態について推理するまたは推論するためのプロセ
スを一般にいう。推論は、例えば、特定の文脈または行動を識別するために採用されるこ
とができ、または状態に関する確率分布を生成することができる。この推論は、蓋然論、
すなわち、データおよび複数のイベントの考察に基づく関心の状態に関する確率分布の計
算であってもよい。推論はまた、１セットのイベントおよび／またはデータからより高い
レベルのイベントを構成するために採用される技術と呼ばれてもよい。そのような推論の
結果、たとえイベントが時間的に接近して互いに関連づけられていようとなかろうと、ま
たイベントおよびデータが単一のイベントおよびデータの発生源に由来するものか、それ
とも複数の発生源に由来するものかということに関係なく、１セットの観察されたイベン
トおよび／または蓄積されているイベントデータから、新しいイベントまたは行動が構築
されるのである。
【０１０７】
　さらに、本件出願において使用されているように、「コンポーネント」、「モジュール
」、「システム」、および同様の語は、コンピュータ関連のエンティティ（ハードウェア
、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、または実
行中のソフトウェアのいずれか）を指すよう意図されている。例えば、コンポーネントは
、プロセッサ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能ファイル、実
行スレッド、プログラム、および／またはコンピュータであってもよい。しかし、これら
に限るものではない。例えば、計算デバイス上で実行中のアプリケーションおよび計算デ
バイスの両方は、コンポーネントであってもよい。１つまたは複数のコンポーネントは、
プロセスおよび／または実行スレッドの中に在ることができる。また、コンポーネントは
、１つのコンピュータに局所化されたもの、および／または２つまたはそれ以上のコンピ
ュータ間で分散されたものであることができる。加えて、これらの複数のコンポーネント
は、各種データ構造を内蔵するさまざまなコンピュータ可読媒体から実行することができ
る。これらのコンポーネントは、１つまたは複数のデータパケット(例えば、ローカルシ
ステム、分散システム、および／または信号を用いて他のシステムと通信するインターネ
ットのようなネットワーク上で他のコンポーネントと相互作用するコンポーネントからの
データ)を有する信号にしたがっているようなローカルプロセスおよび／または遠隔プロ
セスを用いて通信をすることができる。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　測位基準信号を配列することを容易にする方法であって、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを割り当てることと、
　基本シーケンスを生成することと、
　前記基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを提供することと、ここにお
いて、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの基準シンボルを含む、
　アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて前記拡張されたシーケンスを送信
することと
を具備する、方法。
　［Ｃ２］
　前記サブフレームは、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間によって定義され
る、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記１セットの基準シンボル内に含まれる基準シンボルの数を決定することをさらに具
備し、前記提供することは、前記基準シンボルの数にしたがって前記基本シーケンスを繰
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り返すことを具備する、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記拡張されたシーケンスを前記基準信号のために予約された時間－周波数領域にイン
ターリーブすることをさらに具備する、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記インターリーブすることは、ブロックインターリーバにしたがって実行される、
Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記インターリーブすることは、前記１セットの基準シンボル内の個別の基準シンボル
にそれぞれ対応する複数のインターリーバにしたがって実行される、
Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシ
ーケンスのうちの１つである、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記基本シーケンスは、時間ドメイン・シーケンスである、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記基本シーケンスは、周波数ドメイン・シーケンスである、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび第２のコンポ
ーネントの実数値シーケンスを備える、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記生成することは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２の
コンポーネントの実数値シーケンスを連結することを具備する、
Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスの各々は、ロングタームエボリューションシステムと関連する二次的な同期
信号に基づく、
Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記生成することは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスまたは前記第２の
コンポーネントの実数値シーケンスのうちの少なくとも１つをスクランブリングすること
を備える、
Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記スクランブリングは、周波数シフトに依拠する、
Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第１のスクランブリングは、
前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第２のスクランブリングに依拠
する、
Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　前記スクランブリングは、複数の候補スクランブリング・コードからスクランブリング
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・コードを選択することを備える、
Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　前記基本シーケンスの長さは、周波数シフトに基づく、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　前記周波数シフトにしたがって１セットの利用可能なリソース・エレメントを複数のサ
ブセットに分割することをさらに備える、
Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　測位基準信号を配列することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能なコンポーネントを実行するように構成され
るプロセッサであって、前記コンポーネントは、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを割り当てるように構成される基準シンボ
ルコンポーネントと、
　基本シーケンスを提供するように構成されるシーケンスコンポーネントと、
　前記基本シーケンスにしたがって拡張されたシーケンスを生成するように構成される信
号生成コンポーネントと、ここにおいて、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの
基準シンボルを含む、
　アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて前記拡張されたシーケンスを送信
するように構成される通信コンポーネントと
を含むプロセッサを具備する、装置。
　［Ｃ２０］
　前記サブフレームは、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間によって定義され
る、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記信号生成コンポーネントは、前記１セットの基準シンボル内に含まれる基準シンボ
ルの数にしたがって前記基本シーケンスを繰り返すことによって、前記拡張されたシーケ
ンスを生成するように構成される、
Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記拡張されたシーケンスを前記基準信号のために予約された時間－周波数領域にイン
ターリーブするように構成されるインターリービング・コンポーネントをさらに備える、
Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記インターリービング・コンポーネントは、ブロックインターリーバを実装するよう
に構成される、
Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記インターリービング・コンポーネントは、前記１セットの基準シンボル内の個別の
基準シンボルにそれぞれ対応する複数のインターリーバを実装するように構成される、
Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシ
ーケンスのうちの１つである、
Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記基本シーケンスは、時間ドメイン・シーケンスである、
Ｃ１９に記載の装置。
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　［Ｃ２７］
　前記基本シーケンスは、周波数ドメイン・シーケンスである、
Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび第２のコンポ
ーネントの実数値シーケンスを備える、
Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　前記シーケンスコンポーネントは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよ
び前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスを連結することによって前記基本シーケ
ンスを提供するように構成される、
Ｃ２８に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスの各々は、ロングタームエボリューションシステムと関連する二次的な同期
信号に基づく、
Ｃ２９に記載の装置。
　［Ｃ３１］
　前記シーケンスコンポーネントは、前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスまた
は前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスのうちの少なくとも１つのスクランブリ
ングを実行するように構成される、
Ｃ２８に記載の装置。
　［Ｃ３２］
　前記スクランブリングは、周波数シフトに依拠する、
Ｃ３１に記載の装置。
　［Ｃ３３］
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第１のスクランブリングは、
前記第２のコンポーネントの実数値シーケンスと関連する第２のスクランブリングに依拠
する、
Ｃ３１に記載の装置。
　［Ｃ３４］
　前記シーケンスコンポーネントは、複数の候補スクランブリング・コードからスクラン
ブリング・コードを選択することによって前記スクランブリングを実行するように構成さ
れる、
Ｃ３１に記載の装置。
　［Ｃ３５］
　前記基本シーケンスの長さは、周波数シフトに基づく、
Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ３６］
　前記信号生成コンポーネントは、前記周波数シフトにしたがって１セットの利用可能な
リソース・エレメントを複数のサブセットに分割するように構成される、
Ｃ３５に記載の装置。
　［Ｃ３７］
　測位基準信号を配列することを容易にするコンピュータ・プログラム・プロダクトであ
って、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを識別すること、
　基本シーケンスを提供すること、
　前記基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを生成すること、ここにおい
て、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの基準シンボルを備える、
　アイドル期間として指定されたサブフレームにおいて前記拡張されたシーケンスを送信



(35) JP 5345710 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

すること
を少なくとも１つのコンピュータにさせるためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒
体を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ３８］
　前記コードはさらに、前記１セットの基準シンボルに含まれる基準シンボルの数にした
がって前記基本シーケンスを繰り返すことによって、前記拡張されたシーケンスを前記少
なくとも１つのコンピュータに生成させる、
Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ３９］
　前記コードはさらに、前記拡張されたシーケンスを前記基準信号のために予約された時
間－周波数領域にインターリーブすることを前記少なくとも１つのコンピュータにさせる
、
Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ４０］
　前記基本シーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシ
ーケンスのうちの１つである、
Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ４１］
　測位基準信号を配列することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　基準信号と関連する１セットの基準シンボルを検出するための手段と、
　基本シーケンスを生成するための手段と、
　前記基本シーケンスにしたがって、拡張されたシーケンスを提供するための手段であっ
て、前記拡張されたシーケンスは、前記１セットの基準シンボルを含む、手段と、
　アイドル期間として指定されたサブフレームを通して、前記拡張されたシーケンスを通
信するための手段と
を備える装置。
　［Ｃ４２］
　前記基本シーケンスは、第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび第２のコンポ
ーネントの実数値シーケンスを備える、
Ｃ４１に記載の装置。
　［Ｃ４３］
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスおよび前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスを連結するための手段をさらに備える、
Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４４］
　前記第１のコンポーネントの実数値シーケンスまたは前記第２のコンポーネントの実数
値シーケンスのうちの少なくとも１つをスクランブリングするための手段をさらに備える
、
Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４５］
　測位基準信号を配列することを容易にする方法であって、
　前記基地局のアイドル期間の間に基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受
信することと、
　基準シンボルの複製されたシーケンスを生成することと、
　基準シンボルの前記受信されたシーケンスのサブセットと基準シンボルの前記複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を確認することと、
　前記相関にしたがって基準シンボルの前記受信されたシーケンスを識別することと
を備える方法。
　［Ｃ４６］
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　前記基地局の前記アイドル期間は、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間と関
連される、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ４７］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準シンボルサブセットであ
る、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ４８］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準エレメント・サブセット
である、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ４９］
　前記識別することは、前記基準シンボルの受信されたシーケンスが、ウォルシュシーケ
ンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシーケンスのうちの１つであるか否かを決定す
ることを備える、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ５０］
　前記確認することは、受信した変換セットおよび複製した変換セットを決定することを
備える、ここにおいて、前記受信した変換セットは、前記基準シンボルの受信したシーケ
ンスの前記サブセットと関連する、前記複製された変換セットは、基準シンボルの前記複
製されたシーケンスの前記対応するサブセットと関連する、前記相関は、前記受信した変
換セットと前記複製された変換セットとの間の比較に基づく、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ５１］
　前記受信した変換および前記複製された変換の各々は、高速フーリエ変換である、
Ｃ５０に記載の方法。
　［Ｃ５２］
　前記決定することは、変換行列にアクセスすることを備える、
Ｃ５０に記載の方法。
　［Ｃ５３］
　前記基準シンボルの受信したシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケン
スの各々は、周波数ドメイン・シーケンスである、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ５４］
　前記基準シンボルの受信したシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケン
スの各々は、時間ドメイン・シーケンスである、
Ｃ４５に記載の方法。
　［Ｃ５５］
　測位基準信号を相関することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　メモリに記憶されたコンピュータ・実行可能なコンポーネントを実行するように構成さ
れるプロセッサであって、前記コンポーネントは、
　前記基地局のアイドル期間の間に基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受
信するように構成される通信コンポーネントと、
　基準シンボルの複製されたシーケンスをモデル化するように構成される複製コンポーネ
ントと、
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定するように構成される相関コンポ
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ーネントと、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを分類するように構成
される識別コンポーネントと
を含むプロセッサを備える装置。
　［Ｃ５６］
　前記基地局の前記アイドル期間は、ダウンリンクにおける強化されたアイドル期間と関
連される、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ５７］
　前記基準シンボルの受信したシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの複
製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準シンボル・サブセットであ
る、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ５８］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準エレメント・サブセット
である、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ５９］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスは、ウォルシュシーケンス、最長シーケンス
、またはZadoff-Chuシーケンスのうちの１つであるか否かを確認するように構成される、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ６０］
　前記相関コンポーネントは、受信した変換セットおよび複製された変換セットを確認す
るように構成される、ここにおいて、前記受信された変換セットは、前記基準シンボルの
受信されたシーケンスの前記サブセットと関連し、前記複製された変換セットは、前記基
準シンボルの複製されたシーケンスの前記対応するサブセットと関連し、前記相関は、前
記受信された変換セットと前記複製された変換セットとの間の比較に基づく、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ６１］
　前記受信された変換および前記複製された変換の各々は、高速フーリエ変換である、
Ｃ６０に記載の装置。
　［Ｃ６２］
　前記相関コンポーネントは、変換行列にアクセスすることによって、前記受信された変
換セットおよび前記複製された変換セットを確認するように構成される、
Ｃ６０に記載の装置。
　［Ｃ６３］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、周波数ドメイン・シーケンスである、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ６４］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、時間ドメイン・シーケンスである、
Ｃ５５に記載の装置。
　［Ｃ６５］
　測位基準信号を相関することを容易にするためのコンピュータ・プログラム・プロダク
トであって、
　基地局のアイドル期間の間に前記基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを得
ることと、
　基準シンボルの複製されたシーケンスを提供することと、
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　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定することと、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを識別することと
を少なくとも１つのコンピュータにさせるためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒
体を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ６６］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットの各々は、基準シンボル・サブセットで
ある、
Ｃ６５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ６７］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスの前記サブセットおよび前記基準シンボルの
複製されたシーケンスの前記対応するサブセットは、基準エレメント・サブセットである
、
Ｃ６５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ６８］
　前記コードはさらに、前記基準シンボルの受信されたシーケンスが、ウォルシュシーケ
ンス、最長シーケンス、またはZadoff-Chuシーケンスのうちの１つであるか否かを確認す
ることを前記少なくとも１つのコンピュータにさせる、
Ｃ６５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
　［Ｃ６９］
　測位基準信号を相関することを容易にするように構成される装置であって、前記装置は
、
　基地局のアイドル期間の間に前記基地局から基準シンボルの受信されたシーケンスを受
信するための手段と、
　基準シンボルの複製されたシーケンスを確認するための手段と、
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスのサブセットと前記基準シンボルの複製され
たシーケンスの対応するサブセットとの間の相関を決定するための手段と、
　前記相関にしたがって前記基準シンボルの受信されたシーケンスを認識するための手段
と
を具備する装置。
　［Ｃ７０］
　受信された変換セットおよび複製された変換セットを得るための手段をさらに具備する
、ここにおいて、前記受信された変換セットは、前記基準シンボルの受信されたシーケン
スの前記サブセットと関連し、前記複製された変換セットは、前記基準シンボルの複製さ
れたシーケンスの前記対応するサブセットと関連し、前記相関は、前記受信された変換セ
ットおよび前記複製された変換セットとの間の比較に基づく、
Ｃ６９に記載の装置。
　［Ｃ７１］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、周波数ドメイン・シーケンスである、
Ｃ６９に記載の装置。
　［Ｃ７２］
　前記基準シンボルの受信されたシーケンスおよび前記基準シンボルの複製されたシーケ
ンスの各々は、時間ドメイン・シーケンスである、
Ｃ６９に記載の装置。
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